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合っていますか？ ごみの分け方（よくある質問・間違い）………………………………	

素人ボランティア劇団 尾上劇団 ………………………………………


《イベントガイド》サンシティ、科学技術体験センター、児童館コスモス・ヒマワリ……………………�～�
老人福祉センターけやき荘・くすのき荘・ゆりのき荘、越谷市民プール

生涯学習
メニュー

春春
だだ
、、自自
転転
車車
にに
乗乗
ろろ
うう
。。

気気
まま
まま
にに
めめ
ぐぐ
るる
、、ササ
イイ
クク
リリ
ンン
ググ
のの
旅旅

魅魅
力力
スス
ポポ
ッッ
トト
をを
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。

折り込まれて
います
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輸送量当たりの二酸化炭素（CO2）排出量（平成17年度）
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自
転
車
は

環
境
に
や
さ
し
く
、

健
康
づ
く
り
に
も
効
果
的

埼
玉
は
「
県
民
１
人
あ
た
り
の
自

転
車
保
有
台
数
」
と
「
県
土
に
占
め

る
平
地
面
積
（
自
転
車
が
走
り
や
す

い
）
の
割
合
」
が
、
い
ず
れ
も
全
国

１
位
に
な
る
な
ど
、「
じ
て
ん
し
ゃ

王
国
」
と
い
え
る
ほ
ど
自
転
車
の
利

用
が
盛
ん
な
県
で
す
。

そ
こ
で
埼
玉
県
で
は
、
自
転
車
に

よ
る
地
域
振
興
、
県
民
の
健
康
増
進
、

自
転
車
の
交
通
安
全
を
目
的
と
し
た

「
ぐ
る
っ
と
埼
玉
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
想
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
２２
年
１１
月
に
は
、
県
民
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
い
た
県
内
の
み
ど
こ

ろ
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、
地
域
の
魅
力
を

自
転
車
で
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
自
転
車
み
ど
こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト
を
巡

る
ル
ー
ト
１
０
０
」
を
選
定
。
現
在
、

ル
ー
ト
を
迷
わ
ず
安
全
に
走
行
で
き

る
よ
う
、
案
内
表
示
板
の
設
置
や
自

転
車
通
行
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

市
内
で
は
、
左
図
の
ル
ー
ト
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
で
は
、
平
成
２３
年
度
か
ら

自
転
車
で
埼
玉
を
盛
り
上
げ
る

「L
O
V
E
b
icy
cle
S
A
IT
A
M
A

」

広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
、
お
し

ゃ
れ
に
カ
ワ
イ
く
自
転
車
を
楽
し
む

女
性
グ
ル
ー
プ「
ポ
タ
ガ
ー
ル
埼
玉
」

を
結
成
し
、
自
転
車
や
埼
玉
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

１
人
が
１
�
�
移
動
す
る
と
き
の

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
、
自
動
車

は
約
１
７
３
�
、
バ
ス
は
約
５１
�
、

鉄
道
は
約
１９
�
で
す
（
平
成
１９
年
度

国
土
交
通
白
書
よ
り
）。

自
転
車
は
も
ち
ろ
ん
排
出
し
ま
せ

ん
。気

軽
に
利
用
で
き
る
自
転
車
は
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化

炭
素
を
出
さ
な
い
、
環
境
に
や
さ
し

い
交
通
手
段
で
す
。

ま
た
、
自
転
車
は
サ
ド
ル
や
ハ
ン

ド
ル
、
ペ
ダ
ル
に
体
重
が
分
散
す
る

た
め
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
比
べ
た
場
合
、

膝
に
あ
ま
り
負
担
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

自
転
車
の
適
度
な
ス
ピ
ー
ド
に
よ
っ

て
受
け
る
風
は
、
運
動
に
よ
る
体
温

上
昇
を
防
ぐ
効
果
が
期
待
で
き
る
の

で
、
長
時
間
続
け
や
す
く
、
体
脂
肪

を
燃
焼
さ
せ
る
有
酸
素
運
動
に
適
し

て
い
ま
す
。

ササササササササササササササササササササササササササササササササササササササ
イ
ク
リ
ン
グ
の
ス
タ
ー
ト
地

点
は
、児
童
館
コ
ス
モ
ス
で
す
。

コ
ス
モ
ス
は
「
天
文
と
物
理
」
が

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
児
童
館
で
す
。

１
階
に
は
幼
児
室
や
遊
戯

室
、
図
書
室
な
ど
が
あ
り
、

２
階
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室
で
は
、
星
の
動
き
や
宇

宙
の
仕
組
み
が
学
べ
ま
す
。

屋
上
に
は
、
口
径
４０
�
の

大
型
反
射
式
望
遠
鏡
が
あ

っ
て
、
天
体
観
望
会
で
は

季
節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な

星
を
観
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
そ
う
で
す
。
コ
ス
モ

ス
の
催
し
は
２０
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
の
で
、
チ

ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

今
は
ま
だ
明
る
い
か
ら
、星
空
は
見

え
な
い
の
で
、
先
を
急
ぎ
ま
し
ょ
う
。

さ
あ
、
越
谷
散
策
、
出
発
！

市
内
に
は
花
や
緑
の
ほ
か
、
イ
チ
ゴ
狩
り
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

日
差
し
が
心
地
よ
い
こ
の
季
節
、
ポ
タ
ガ
ー
ル
埼
玉

（
埼
玉
県
の
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
結
成
さ
れ
た
自
転

車
グ
ル
ー
プ
）
の
メ
ン
バ
ー
の
Ｓ
ａ
ｒ
ｉ
さ
ん
が
市
内

を
自
転
車
で
巡
り
、
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

休
日
は
、
環
境
に
や
さ
し
く
健
康
づ
く
り
に
も
効
果

的
な
自
転
車
で
、
市
内
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
転
車
で
越
谷

〜
市
内
は
花
や
イ
チ
ゴ
な
ど
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
〜

「
ポ
タ
ガ
ー
ル
埼
玉
」は

お
し
ゃ
れ
に
カ
ワ
イ
く

自
転
車
を
楽
し
む
女
性
た
ち

女性向けファッション雑誌「Ane Can」のスタイリストで
埼玉県出身の亀恭子さんをリーダーに、ファッション誌の
読者モデルや県職員、公募で集まったメンバーで構成
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「「
じじ
てて
んん
しし
ゃゃ
王王
国国
」」
のの
埼埼
玉玉
県県

ササ
イイ
クク
リリ
ンン
ググ
ルル
ーー
トト
はは
市市
内内
にに
もも

ポポ
タタ
ガガ
ーー
ルル
埼埼
玉玉
のの
ＳＳ
ａａ
ｒｒ
ｉｉ

ささ
んん
がが
市市
内内
ルル
ーー
トト
をを
巡巡
りり

見見
どど
ここ
ろろ
をを
紹紹
介介
しし
まま
すす

子子
どど
もも
たた
ちち
のの
おお
城城

児児
童童
館館
ココ
スス
モモ
スス

コ
ス
モ
ス
２
階
の

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

プラネタリウムは、土曜・日曜日、祝
日と小・中学校の春・夏・冬休み期間に
観覧ができます。観覧料は１人１回１００
円（小学生以上）。
休館日：毎週月曜日

（祝日の場合はその翌日）
所在地：千間台東２－９
問合せ：児童館コスモス �９７８－１５１５

＊
ポ
タ
ガ
ー
ル
と
は
、
自
転
車
で
散
歩

す
る
こ
と
を
意
味
す
る【pottering

】

（
ポ
タ
リ
ン
グ
）か
ら
作
っ
た
言
葉

モモデデルル：：「「ポポタタガガーールル埼埼玉玉」」
メメンンババーーののSSaarriiささんん

自自転転車車提提供供：：「「ホホダダカカ株株式式会会社社
（（越越谷谷市市））」」
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チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

（
４
月
中
旬
）

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

（
６
月
中
旬
）

ア
ジ
サ
イ
（
６
月
中
旬
）

キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野
鳥
の
森

に
到
着
し
ま
し
た
〜
。
野
鳥

の
森
は
、
平
成
７
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
と
の

姉
妹
都
市
交
流
１０
周
年
を
記
念
し
て

開
設
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

日
本
最
大
級
（
約
３
０
０
０
平
方

�
）
の
バ
ー
ド
ケ
ー
ジ
（
園
内
を
覆

う
網
）
の
中
に
は
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ

ウ
ン
市
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
オ
ウ
ム
類

の
キ
バ
タ
ン
や
オ
カ
メ
イ
ン
コ
な
ど

２４
種
約
３
０
０
羽
が
い
ま
す
。

ま
た
、
か
わ
い
い
ア
カ
ク
ビ
ワ
ラ

ビ
ー
（
カ
ン
ガ
ル
ー
科
）
や
エ
ミ
ュ

ー（
ダ
チ
ョ
ウ
に
次
い
で
大
き
な
鳥
）

の
エ
リ
ア
も
あ
り
ま
す
。
市
の
鳥
に

指
定
さ
れ
て
い
る
シ
ラ
コ
バ
ト
に
も

会
え
ま
す
よ
。

ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ー
ト
の
近
く
に
あ
る
見
ど
こ

ろ
を
紹
介
し
ま
す
。
野
鳥
の

森
の
わ
き
に
流
れ
る
新
方
川
沿
い
に

は
、
緑
道
が
整
備（
約
３
８
０
０
�
）

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
日
は
ま
だ
咲
い
て
い
な
い
の
で

す
が
、
こ
の
緑
道
は
桜
が
き
れ
い
な

ん
で
す
。
例
年
３
月
に
入

る
と
、
城
之
上
橋
付
近
の

カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
や
ヒ
ガ
ン

ザ
ク
ラ
が
咲
き
始
め
、
一

足
早
く
春
の
訪
れ
を
告
げ

て
く
れ
ま
す
。
そ
の
後
は
、

じ
ょ
う
つ
か
い

の

定

使
野
橋
に
向
か
っ
て

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ

が
開
花
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
緑
道
は
、
昭
和
６３
年
の
花
田

土
地
区
画
整
理
事
業
で
整
備
さ
れ
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。
２４
年
の
歳
月
と

と
も
に
桜
の
木
も
立
派
に
成
長
し
た

ん
で
す
ね
。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
役
所
わ
き
を
流

れ
る
元
荒
川
と

�
西
用
水
の
中
土
手
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。

�
西
用
水
沿
い
は
、

緑
道
が
整
備
（
約
１
３

０
０
�
）
さ
れ
て
い
ま

す
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

ほ
か
、
ア
ジ
サ
イ
、
ハ

ナ
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
花
が
見
ら
れ

る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

４
月
中
旬
に
は
�
西

用
水
に
水
が
入
り
、�
水

郷
こ
し
が
や
�
の
季
節

が
到
来
し
ま
す
。

ここここここここここここここここここここここここここここここここここここここ
こ
は
、
し
ら
こ
ば
と
橋
近
く

に
あ
る
東
越
谷
ボ
タ
ン
公
園
。

園
内
に
は
、
５
月
上
旬
か
ら
中
旬
に

か
け
て
、
赤
・
赤
紫
・
ピ
ン
ク
・
薄

紅
・
白
な
ど
の
色
鮮
や
か
な
大
輪
の

ボ
タ
ン
が
咲
き
ま
す
。
五
大
州
・
鎌

田
錦
・
花
王
な
ど
８
種
類
、
１
５
０

株
ほ
ど
の
ボ
タ
ン
が
公
園
を
訪
れ
る

人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

市
で
は
、
�
西
用
水
周
辺
の
親

水
空
間
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用

す
る
た
め
、
用
水
右
岸
側
（
市
役

所
わ
き
）
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
埼

玉
県
で
は
、
用
水
を
渡
れ
る
飛
び

石
な
ど
を
整
備
し
、
こ
の
一
帯
は
、

新
た
な
親
水
空
間
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
完
成
後
は
、

市
民
が
参
加
で
き
る
定
期
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
今
後
の
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

灰
褐
色
の
体
に
首
の
黒
い
線
が

特
徴
。昭
和
３１
年
に「
越
ヶ
谷
の
シ

ラ
コ
バ
ト
」
と
し
て
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
る
ほ
か
、
４０
年

に
埼
玉
県
の「
県
民
の
鳥
」に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
越
谷

を
代
表
す
る
野
鳥
と
し
て
、
ま
た
、

か
け
が
え
の
な
い
自
然
環
境
を
守

る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
制
３０
周

年
を
記
念（
昭
和
６３
年
１１
月
３
日
）

し
、
市
の
鳥
に
指
定
し
ま
し
た
。

�
西
用
水
の
中
土
手
に
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
約
４
０
０
�
に
わ
た
り
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
天
気
の
よ
い
日

に
は
、
家
族
連
れ
や
保
育
所
か
ら
子

ど
も
た
ち
が
訪
れ
、
咲
き
誇
っ
た
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
越
谷
市
観

光
協
会
が
、
土
手
を
散
歩
す
る
人
た

ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
昭
和

５５
年
か
ら
植
え
て
い
ま
す
。

�
西
用
水
左
岸
（
平
和
橋
を
中
心

に
上
流
側
と
下
流
側
）
に
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
種
類
は
江
戸
系
「
初
日

の
出
」
や
肥
後
系
「
越
の
乙
女
」
な

ど
８
種
類
で
す
。

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
平
成

３
年
〜
６
年
度
の
�
西
親

水
緑
道
整
備
事
業
で
整
備

さ
れ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や

ア
ジ
サ
イ
と
と
も
に
�
西

用
水
の
親
水
空
間
に
彩
り

を
加
え
て
い
ま
す
。

�
西
用
水
右
岸
の
中
央
市
民
会
館

か
ら
し
ら
こ
ば
と
橋
ま
で
の
遊
歩
道

沿
い
（
約
８
０
０
�
）
に
ニ
ホ
ン
ア

ジ
サ
イ
や
西
洋
ア
ジ
サ
イ
な
ど
約
３

０
０
０
株
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ア
ジ
サ
イ
も
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

と
同
じ
く
緑
道
整
備
事
業
で
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

北
越
谷
の
元
荒
川
堤
の
桜
並
木

は
、
北
越
谷
第
五
公
園
か
ら
大
沢

橋
ま
で
の
２
�
�
に
わ
た
っ
て
約

３
５
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
開

花
し
ま
す
。
本
格
的
な
春
の
到
来

と
と
も
に
桜
並
木
に
は
提
灯
が
飾

り
付
け
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。

オオ
ーー
スス
トト
ララ
リリ
アア
のの
野野
鳥鳥
やや
ワワ
ララ
ビビ
ーー
にに
会会
ええ
るる

キキ
ャャ
ンン
ベベ
ルル
タタ
ウウ
ンン
野野
鳥鳥
のの
森森市

の
鳥
シ
ラ
コ
バ
ト

キャンベルタウン野鳥の森
のご案内
開園時間：９：００～１６：００

（入園は１５：３０まで）
休園日：毎週月曜日

（祝日の場合はその翌日）
入園料：大人１００円

小・中学生３０円
所在地：大吉２７２－１
問合せ：キャンベルタウン野鳥の森

�９７９－０１００

下下
流流
かか
らら
上上
流流
へへ
とと

桜桜
がが
開開
花花
しし
てて
行行
くく

新新
方方
川川
緑緑
道道

桜
の
名
所

北
越
谷
の
桜
並
木

ささ
まま
ざざ
まま
なな
花花
がが
楽楽
しし
めめ
るる

親親
水水
空空
間間

��
西西
用用
水水
周周
辺辺

新
た
な
親
水
空
間
が
お
目
見
え
し
ま
す

�
西
用
水
右
岸
側
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
整
備

色色
鮮鮮
やや
かか
なな
大大
輪輪
のの
ボボ
タタ
ンン
がが
咲咲
くく

東東
越越
谷谷
ボボ
タタ
ンン
公公
園園

（東越谷ボタン公園）
所在地：東越谷２－１３－１

人なつっこい「エミュー」にびっくり
写真は完成イメージ図と現地写真を合成したものです
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まちは楽しい宝島自転車で越谷散策

6

広報こしがや季刊版●平成２３年度春号

7

越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園
に
到
着
。

こ
の
植
物
園
は
、
植
物
学
者

で
あ
る
故
有
瀧
龍
雄
さ
ん
が
植
物
研

究
用
と
し
て
国
内
外
か
ら
樹
木
を
収

集
し
た
も
の
が
、
市
に
遺
贈
さ
れ
、

平
成
２２
年
に
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園

と
し
て
開
園
し
た
そ
う
で
す
。

園
内
の
清
掃
や
除
草
、
園
内
ガ
イ

ド
な
ど
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
越
谷

ア
リ
タ
キ
緑
の
会
」
の
方
が
行
っ
て

い
ま
す
（
ガ
イ
ド
は
毎
週
水
曜
日
の

午
前
中
と
日
曜
日
の
み
）。

今
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
案

内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
市
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
北
米
原

産
の
ラ
ク
ウ
シ
ョ
ウ
、
幹
回
り
４
�

以
上
も
あ
る
巨
樹
シ
ナ
サ
ワ
グ
ル
ミ
、

多
種
の
ツ
バ
キ
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
イ
ク
タ
ウ
ン
に
到
着
！
大
相

模
調
節
池
は
、
東
京
都
の
上

野
公
園
不
忍
池
の
約
３
倍
（
３９
・
５

�
）。
遊
歩
道
や
桟
橋
も
整
備
さ
れ
、

調
節
池
で
は
ヨ
ッ
ト
や
カ
ヌ
ー
の
水

面
利
用
が
で
き
ま
す
（
調
節
池
の
利

用
は
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
館
�
９
７

１
�
９
０
０
２
へ
）。
水
辺
の
ま
ち

づ
く
り
館
で
は
自
転
車
の
貸
し
出
し

も
行
っ
て
い
ま
す
。
親
水
空
間
で
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
っ
て
気
持
ち
が
い
い

で
す
よ
〜
。

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
イ
チ
ゴ

狩
り
を
体
験
し
ち
ゃ
い
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
内
の
温
室
は
、
紅
ほ

あ
き
ひ
め

っ
ぺ
、
と
ち
お
と
め
、
章
姫
、
彩
の

か
お
り
の
４
種
類
が
栽
培
さ
れ
、
甘

い
香
り
で
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
う

ー
ん
、
幸
せ
！
持
ち
帰
り
も
で
き
る

そ
う
で
す
。

イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
チ
ゴ
狩
り
の
後
は
、
農
産
物

直
売
所
グ
リ
ー
ン
・
マ
ル
シ

ェ
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
越
谷
産

の
新
鮮
な
野
菜
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
ネ
ギ
と
ト
マ
ト
を
購
入
。

越
谷
の
ネ
ギ
は
白
身
が
し
っ
か
り
と

し
ま
り
辛
味
と
甘
み
が
絶
妙
で
す
。

都
内
の
有
名
料
亭
な
ど
で
も
使
わ
れ
、

高
級
食
材
と
し
て
名
高
い
ネ
ギ
で
す
。

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
日
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
ゴ
ー

ル
は
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

第
一
工
場
（
リ
ユ
ー
ス
）
で
す
。
展

望
台
か
ら
見
渡
す
景
色
は
最
高
で
す
。

天
気
が
よ
い
日
に
は
、
富
士
山
や
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
が
見
え
る
ん
で
す
よ
。

市
で
は
、
平
成
２２
年
度
か
ら
観

光
農
園
の
展
開
を
支
援
す
る
た
め
、

農
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
事
業

を
始
め
て
い
ま
す
。
消
費
者
が
多

く
い
る
都
市
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
た
農
業
の
ス
タ
イ
ル
、
観
光
農

園
の
潜
在
能
力
に
着
目
し
た
取
り

組
み
で
す
。
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

の
温
室
の
一
部
に
イ
チ
ゴ
栽
培
施

設
を
整
備
し
、
担
い
手
育
成
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。
現
在
は
、
農

家
の
後
継
者
や
農
業
法
人
の
勤
務

経
験
者
の
３
人
が
研
修
を
受
け
て

い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
市
内
に
農
業
の

新
た
な
担
い
手
を
増
や
す
ほ
か
、

都
市
住
民
が
楽
し
め
る
観
光
農
園

が
、
新
た
に
市
内
に
誕
生
す
る
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
多
く
の

花
が
咲
き
、
植
物
園
を
よ
り
楽
し

め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
野
草
を
新
た
に
植
え
る
予

定
で
す
。
植
え
た
野
草
が
育
つ
夏

に
は
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
楽
し

み
方
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

来
園
者
が
楽
し
め
る
よ
う
さ
ま

ざ
ま
な
く
ふ
う
を
凝
ら
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
越
谷
ア
リ
タ
キ
植

物
園
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

誰
も
が
気
軽
に
乗
れ
る
自
転
車

で
も
、
事
故
を
起
こ
し
加
害
者
と

な
れ
ば
「
重
過
失
致
死
傷
罪
」
な

ど
に
問
わ
れ
た
り
、
高
額
な
請
求

を
求
め
ら
れ
ま
す
。
加
害
者
に
も

被
害
者
に
も
な
ら
な
い
た
め
に
、

自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
確
認
し
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に
自
転
車

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

�
自
転
車
は
軽
車
両
で
す
！
原
則
、

車
道
を
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

�
車
道
は
左
側
を
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

�
歩
道
を
走
行
す
る
際
は
、
車
道
寄

り
を
徐
行
し
、
歩
行
者
を
優
先
。

�
安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

�
並
ん
で
走
る
の
は
禁
止

�
２
人
乗
り
は
禁
止

�
飲
酒
運
転
は
禁
止

�
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

�
児
童（
１３
歳
未
満
）、
幼
児
（
６
歳

未
満
）
に
自
転
車
を
運
転
さ
せ
る

と
き
や
、
補
助
い
す
な
ど
で
幼
児

を
自
転
車
に
同
乗
さ
せ
る
と
き
に

は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
の
見
た
目
を
大
切
に
す

る
あ
ま
り
、
自
分
で
ブ
レ
ー
キ
を

は
ず
し
た
競
技
用
自
転
車
に
乗
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
前
後
の
両

輪
に
ブ
レ
ー
キ
の
な
い
自
転
車
は

公
道
を
走
れ
ま
せ
ん
。
ブ
レ
ー
キ

な
し
の
自
転
車
で
公
道
を
走
行
す

る
と
、
５
万
円
以
下
の
罰
金
に
な

り
ま
す
。

平
成
２２
年
度
と
２３
年
度
、
リ
ユ
ー
ス

向
か
い
の
水
田
に
、
色
彩
別
の
稲
が
応

募
者
に
よ
り
植
え
ら
れ
、
こ
し
が
や
鴨

ネ
ギ
鍋
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ガ
ー
ヤ
ち

ゃ
ん
（
昨
年
、
市
か
ら
特
別
住
民
票
が

交
付
）
が
描
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

こ
し
が
や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
実
行
委
員
会

（
事
務
局
は
観
光
協
会
）
に
よ
る
新
た

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
づ
く
り
と
し
て
行
わ

れ
、
多
く
の
人
が
見
物
に
リ
ユ
ー
ス
展

望
台
を
訪
れ
ま
し
た
。

３３
００
００
種種
類類
、、
１１
２２
００
００
本本
のの

樹樹
木木
がが
植植
生生
すす
るる

越越
谷谷
アア
リリ
タタ
キキ
植植
物物
園園

越谷アリタキ植物園のご案内
開園時間：１０月１日～３月３１日…９：００～１６：００（入園は１５：３０まで）

４月１日～９月３０日…９：００～１７：００（入園は１６：３０まで）
休園日：毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）
入園料：大人１００円、小・中学生３０円

＊ボランティアガイドは毎週水曜日の午前中と日曜日のみ
所在地：越ヶ谷２５６３－１ 問合せ：公園緑地課�９６３－９２２５

来
園
者
が
楽
し
め
る
く
ふ
う

を
凝
ら
し
て
い
ま
す

ボランティアガイドの
野崎純子さん

越越
谷谷
レレ
イイ
クク
タタ
ウウ
ンン
でで

水水
辺辺
のの
ササ
イイ
クク
リリ
ンン
ググ

農農
業業
技技
術術
セセ
ンン
タタ
ーー
でで

イイ
チチ
ゴゴ
狩狩
りり

イチゴ狩りのご案内
期間：５月３１日�まで

月曜・火曜日は休み（祝日は除く）
時間：１０：００～１５：００（先着順でご案内。イチゴがな

くなりしだい終了）
料金：４月８日�まで…小学生以上１６００円

３歳以上１１００円
４月１１日�から…小学生以上１２００円

３歳以上８００円
所在地：増森１－６９（農業技術センター内）
問合せ：イチゴ狩り専用ダイヤル �９４０－３２３１

ググ
リリ
ーー
ンン
・・
ママ
ルル
シシ
ェェ
でで

越越
谷谷
産産
野野
菜菜
をを
購購
入入

農
業
と
観
光
を
活
性
化

さ
せ
る
観
光
農
園

市市
内内
をを
見見
渡渡
せせ
るる

高高
ささ
８８００
��
かか
らら
のの
眺眺
望望

リリ
ユユ
ーー
スス
展展
望望
台台

JA越谷市ファーマーズマーケット
「グリーン・マルシェ」のご案内
時 間：４月１日～１０月３０日…９：３０～１７：３０

１１月１日～３月３１日…９：３０～１７：００
定休日：毎週水曜日
所在地：増林２－６６
問合せ：グリーン・マルシェ

�９６３－３００３

ここししががやや田田んんぼぼアアーートト
展望台のご案内
時間：月曜～金曜日、
毎月第３日曜日の
１０：００～１６：００
（受付は１５：００まで）

料金：無料
所在地：
増林３－２－１

問合せ：東埼玉資源環
境組合計画課
�９６６－０１２１

自
転
車
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て

安
全
に
！

ブ
レ
ー
キ
の
な
い

競
技
用
自
転
車

（
ピ
ス
ト
バ
イ
ク
）は

公
道
を
走
れ
ま
せ
ん
�



１人分
１００�

約
３０
分芋団子汁

北海道で取れる １人分
１２０�

約
２０
分にしんの照り煮

１人分
４６�

約
１０
分ごま和え

北海道でたくさんとれるじゃがい

もを使った芋団子が入っています。

体が温まる汁物です！！

●材料（４人分）
鶏もも肉４０�／酒 少々
ゴボウ（ささがき）１／１０本（３０�）
ニンジン（いちょう切り）１／３本
５０�／だいこん（いちょう切り）
１／８本（１００�）／長ネギ（小口切
り）１／２本（５０�）／油 小さじ１
／酒 小さじ１／しょうゆ 大さじ
１小さじ１／食塩 少々
〈芋団子〉ジャガイモ１６０�
食塩０．６�／片栗粉３２�

〈だし汁〉こんぶ ４�
削り節 ８�／水 カップ５
●作り方
�鶏肉に酒をふっておく。こんぶ、
削り節、水でだしをとる
�じゃがいもは火の通りやすい大
きさに切って、ゆで、つぶして
熱いうちに食塩、片栗粉をいれ
てこねる
��を２�程度の棒状にし、１�
幅に切り、芋団子をつくる
�油を熱し、鶏肉、ごぼう、にん
じん、だいこんを炒め、だし汁
で煮て酒、しょうゆ、食塩で調
味し、長ネギ、芋団子を加える
�芋団子が浮いてきたら出来上がり

にしんは春を告げる魚です。

今が旬！！

●材料（４人分）
にしん １尾（約３００�）
砂糖 大さじ２

Ａ

�
�
�
�
�
�
�

しょうゆ 大さじ２
みりん 大さじ２
酒 大さじ４
水７５�（大さじ５）
ショウガ １かけ

●作り方
�頭とはらわたとうろこをとり、
水洗いして２枚におろす。片身
を２等分に切り、切れ目を入れ
る。しょうがはうす切りにする
�鍋にＡの煮汁を入れて火にかけ、
沸騰したらにしん、しょうがを
入れ、落とし蓋をし、中火で５
分くらい煮る。そのまま１０分程
度置いて味をしみこませる
�形を崩さないように、器に盛り、
煮汁をかける

●材料（４人分）
小松菜 １／３袋（１２０�）
白菜 葉２～３枚（１６０�）
もやし １／３袋（８０�）
白すりごま 大さじ２弱
しょうゆ 大さじ１弱

砂糖 大さじ１弱
●作り方
�小松菜、白菜、もやしは２�幅
に切り、それぞれゆでる
�ゆでた後、水にさらし、ほぐす
�すりごま、砂糖、しょうゆを混
ぜ合わせ、�の野菜を和える

●材料（４人分）
干し貝柱１５�／里芋 中２個
ニンジン １／３本（５０�）
水菜 １／３袋（５０�）
こんにゃく １／４枚（６０�）
ちくわ４０�
干しシイタケ ２枚／玉ふ ５�
うす くち

淡口しょうゆ 大さじ３
だし汁・戻し汁 ２と１／２カ
ップ（かつお節）
●作り方
�干し貝柱・干しシイタケは
戻し、戻し汁はとっておく。

干しシイタケはせん切り
�里芋・ニンジンは５�の厚
さにいちょう切り、水菜は
３�に切る
�こんにゃくは２等分にし、
５�幅に切り、ゆでる。ち
くわは５�幅に切る。玉ふ
は水で戻し、軽く絞る
	鍋にだし汁・戻し汁・貝柱・
シイタケ・ニンジン・里芋・
こんにゃく・ちくわを入れ

うす くち

煮る。煮えたら淡口しょう
ゆ・玉ふ・水菜を加える

学校給食のレシピを
紹介します
学校給食に取り入れた郷土料理

現
在
、
食
生
活
の
大
切
さ
が
見
直
さ
れ
て
お
り
、
食
育
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
栄
養

価
を
考
え
、
主
食
、
主
菜
、
副
菜
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
大
切
で
す
。

最
近
、
企
業
の
社
員
食
堂
の
献
立
が
出
版
さ
れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
と
か
。
ま
た
、

自
治
体
か
ら
も
給
食
レ
シ
ピ
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
栄
養
価
や
カ
ロ
リ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
献
立
が
好
評
で
す
。

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
と
言
え
ば
、
学
校
給
食
は
、
栄
養
士
が
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
作
成
し
た

献
立
を
基
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
の
献
立
は
、
児
童
・
生
徒
に
限
ら
ず
普
段
の
食
事
の

参
考
に
な
り
ま
す
。

今
号
か
ら
学
校
給
食
の
献
立
と
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
で
健
康
的
な

生
活
を
送
る
た
め
の
参
考
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

学
校
給
食
に
は
、
全
国
の
郷
土
料
理
を
献
立
に
加
え
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
北
海
道
の
郷
土

料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
た
ち
、
越
谷
市
内
に
も
多
く
の
避
難
者
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
も
う
一
品
は
、
被
災
地
の
一
つ
、
福
島
県
の
郷
土
料
理
こ
づ
ゆ
を
紹
介
し
ま
す
。

給
食
レ
シ
ピ
で
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

福
島
県
会
津
地
方

の
郷
土
料
理

こ

づ

ゆ

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道のののののののののののののののののののの郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
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民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

平
成
２２
年
度
に
、
市
民
の
提
案
制

度
（
市
長
へ
の
手
紙
・
フ
ァ
ク
ス
・

電
子
メ
ー
ル
）
と
し
て
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
等
は
、
４
８
４

通
（
意
見
要
望
数
と
し
て
は
５
４
０

件
）で
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
電
話
・

来
訪
等
に
よ
る
ご
意
見
等
が
１
８
５

件
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
各
課
へ
の
お
問
合
せ
が
８

３
６
件
で
、「
市
民
の
声
」
と
し
て

広
報
広
聴
課
が
把
握
し
て
い
る
も
の

だ
け
で
も
、
受
付
件
数
は
合
計
で
１

５
０
５
件
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
広
報
広
聴
課
で
は
、
所
管

課
に
要
望
を
直
接
伝
え
る
面
談
の
調

整
も
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
２２
年
度

は
６３
件
の
受
付
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
、
広
報
紙
へ
の
感
想
・
意
見
、

市
政
へ
の
提
言
を
い
た
だ
く
ほ
か
、

２０
歳
以
上
の
各
年
齢
層
の
方
か
ら
市

政
に
関
す
る
要
望
等
を
聴
取
し
施

策
・
事
業
な
ど
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
市
政
世
論
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
長
が
皆
さ
ん
か
ら
直

接
、
ご
意
見
等
を
お
聴
き
す
る
市
政

懇
談
会
「
な
ん
で
も
話
そ
う
〜
市
長

と
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
平

成
２２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

市には、夜間のオートバイに
よる暴走行為の取り締まりに関
する相談なども寄せられます。
暴走行為については越谷警察署
に連絡し、パトロールの強化を
依頼します。また、市では公園
内にオートバイが侵入できない
よう、出入り口に車止めを設置
するなどの対策を図っています。

広報広聴課で把握している「市民
の声」以外にも、各所管課には多く
のご意見等が寄せられています。公
園については職員が年２回、市内約
５６０カ所の安全点検と年１回、夜間
パトロールによる照明灯の点検を行
っていますが、自転車等の不法投棄
物の撤去や公園施設の修理など、年
間２０００件以上のご意見等が寄せられ
ています。

市
で
は
、
市
民
参
加
の
市
政
を
積
極
的
に
進
め
、
皆
さ
ん
に
市
政

を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
市
民
の
提
案
制
度
」

と
し
て
、
市
長
へ
の
手
紙
や
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
暮
ら
し
の
中
で
抱
え
て
い

る
身
近
な
問
題
や
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
を
市
長
が
直
接
把
握
し
、

市
の
施
策
・
事
業
に
生
か
し
て
い
く
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
貴
重
な

「
声
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問

広
報
広
聴
課
�
９
６
３
�
９
１
１
７

〜
市
民
の
提
案
制
度
、
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
報
告

昨
年
度
「
市
民
の
声
」

の
受
付
件
数
は

１
５
０
０
件
超

� 皆さんからのご意見等

公園周辺でオートバイが暴走行為。
公園内にも侵入しているので対策を

ふれあい公園に不法投棄された自転車

出入り口のポール間にチェーンをはり、オートバイの侵入を防止

広報こしがや季刊版●平成２３年度春号
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第
２
回

地
域
と
と
も
に
進
め
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

第
３
回

障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
と
も
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
提
案
制
度
（
手
紙
や
フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
）
で
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
ご
意
見
等
は
、
広
報
広
聴

課
で
受
付
を
し
た
後
、
市
長
が
確
認

し
、
所
管
課
に
対
応
を
指
示
し
ま
す
。

回
答
文
の
発
出
に
当
た
っ
て
は
、
所

管
課
で
現
地
調
査
・
関
係
機
関
と
の

協
議
な
ど
を
行
っ
た
後
、
市
長
が
確

認
し
、
署
名
（
サ
イ
ン
）
を
し
ま
す

の
で
、
原
則
、
郵
送
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
市
の
所
管
外
の
こ
と
に
関

す
る
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
へ
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
園
遊
具
の
破
損
に
伴
う

安
全
対
策
な
ど
、
緊
急
に
対
応
す
べ

き
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は
、
所
管
課

が
直
ち
に
対
応
に
当
た
り
ま
す
。

＊
平
成
２０
年
度
〜
２２
年
度
に
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
等
を
抜

粋
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
市
長

の
部
屋
」↓「
市
民
の
提
案
制
度
」）

に
要
望
回
答
集
と
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す

新
セ
ン
タ
ー
は
市
民
で
つ
く
る

市
民
活
動
の
情
報
発
信
と

交
流
の
場
と
し
た
い

市
民
活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、

（
仮
称
）
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

に
は
、
市
民
活
動
の
情
報
を
発
信
・

収
集
で
き
る
場
が
必
要
だ
。
ま
た
、

市
民
活
動
団
体
が
情
報
交
換
を
行
い
、

連
携
が
図
れ
る
よ
う
な
交
流
の
場
と

し
た
い
。

回
答

越
谷
駅
東
口
に
整
備
中
の

（
仮
称
）
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

に
は
、
市
民
活
動
団
体
の
情
報
発
信

や
活
動
支
援
の
た
め
、
団
体
ロ
ッ
カ

ー
や
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
、
パ
ソ
コ
ン

室
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
誰
も
が

気
軽
に
立
ち
寄
り
、
情
報
交
換
や
交

流
な
ど
が
で
き
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

や
、
子
育
て
中
の
親
子
も
市
民
活
動

に
参
加
し
や
す
い
よ
う
、
プ
レ
イ
ル

ー
ム
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
市
民
文
化
の
向
上
の
た

め
、
セ
ン
タ
ー
の
一
部
と
し
て
５
階

フ
ロ
ア
に
観
光
・
物
産
情
報
コ
ー
ナ

ー
を
、
４
階
に
は
中
央
図
書
室
を
整

備
し
、
市
民
活
動
の
効
果
的
な
支
援

を
図
り
ま
す
。

（
仮
称
）
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
は
、
市
民
活
動
の
拠
点

と
し
て
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
、
創

意
工
夫
を
生
か
し
、
有
効
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
そ
の
他
の
意
見
要
望
）

▽
指
定
管
理
者
の
選
定

▽
市
民
活

動
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
で
き

る
人
材
育
成

▽
若
者
や
子
育
て
中

の
親
子
な
ど
若
い
方
が
力
を
発
揮
で

き
る
場
を
、
な
ど

助
け
合
い
の
気
持
ち
を
育
て
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い

地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、

自
治
会
の
会
員
数
も
減
少
し
て
い
る

中
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

力
だ
け
で
は
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
住
民
同

士
の
助
け
合
い
の
気
持
ち
を
育
て
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し

い
。

回
答

わ
た
し
た
ち
は
皆
、
一
人
で

生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
地
域
で

支
え
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
活
動
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
含
め
、
み
ん

な
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
社
会
に
参

加
し
、
交
流
を
深
め
て
い
け
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
方

が
集
ま
り
、
交
流
で
き
る
よ
う
な
場

を
作
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

※
市
で
は
、
昨
年
１０
月
か
ら
高
齢
者

の
社
会
参
加
の
促
進
な
ど
を
目
的
に

「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」を

開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
蒲
生
駅
前

商
店
会
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
、
高

齢
者
の
居
場
所（
憩
い
の
場
）づ
く
り

事
業
や
、
地
域
の
元
気
な
方
が
、
支

援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
な
ど
の
日

常
生
活
の
お
手
伝
い
を
す
る
「
地
域

支
え
合
い
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

（
そ
の
他
の
意
見
要
望
）

▽
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
と

も
に
育
つ
環
境
づ
く
り
を

▽
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
床
を

▽
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
活
用
、
な
ど

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が

理
解
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
ほ
し
い

ス
ロ
ー
プ
の
設
置
や
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
の
敷
設
な
ど
の
施
設
整
備
は
進
ん

で
い
る
が
、
肝
心
の
障
が
い
者
に
対

す
る
理
解
は
進
ん
で
い
な
い
と
感
じ

る
。
障
が
い
者
に
対
す
る
偏
見
や
誤

解
を
取
り
除
く
た
め
、
障
が
い
の
あ

る
人
と
な
い
人
が
触
れ
合
い
、
理
解

し
合
え
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ほ

し
い
。

回
答

人
が
と
も
に
暮
ら
し
て
い
く

に
は
、
互
い
に
理
解
し
合
い
、
相
手

の
存
在
を
大
事
に
し
て
い
く
心
が
必

要
で
す
。

障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
、
教
育
現
場
で
行
っ
て
い
る

目
隠
し
歩
行
体
験
な
ど
の
福
祉
学
習

や
、
広
報
啓
発
活
動
を
充
実
さ
せ
て

い
く
ほ
か
、
毎
年
６
月
の
第
一
日
曜

日
に
開
催
し
て
い
る
障
害
者
の
日

記
念
事
業
「
ふ
れ
あ
い
の
日
」
な
ど
、

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
交
流

で
き
る
機
会
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
に
接
し
た
こ
と
の
な
い

方
は
、
障
が
い
者
の
対
応
に
戸
惑
う

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
お
互
い

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
地
域
活
動

に
障
が
い
者
の
方
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
障
が
い
の
あ

る
人
と
な
い
人
が
一
緒
に
経
験
す
る

こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
そ
の
他
の
意
見
要
望
）

▽
障
が
い
者
が
普
通
学
級
で
学
べ
る

環
境
の
推
進
を

▽
地
域
内
に
特
別

支
援
学
級
を

▽
特
別
支
援
学
校
を

避
難
場
所
に

▽
家
族
支
援
の
強
化
、

な
ど

◎市の窓口で、受け答えがぶっきらぼうな職員がいる。市民に
は思いやりの気持ちを持って接してほしい

◎空間放射線量の測定や子どもの給食食材の放射性物質の調査
など、放射線対策を徹底してほしい

◎計画停電が実施される地域とされない地域があるのは不公平
ではないか

◎東日本大震災被災者への支援をお願いしたい
◎迷い人の放送をよく聞くが、放送内容がよく聞き取れない。
聞き取りやすく工夫してもらいたい

◎市立病院の待ち時間が長すぎる。なんとかならないか
◎子宮頸がんは、ワクチン接種で６割～７割予防できる。越谷
市でもワクチンの無料接種を実施してもらいたい

◎近所に公園が複数ある地域もあれば、まったくない地域があ
る。不公平ではないか

◎越谷レイクタウン駅の利用者が増え、周辺の駐輪場は飽和状
態だ。駐輪場を増設してもらいたい

◎喫煙スペースがあってもスペース外で喫煙をしたり、歩行喫
煙、たばこのポイ捨てなど、マナーを守らない人が多い。現
状の改善をお願いしたい

◎道路上に犬の糞が目立つ。改善できないか
◎歩道を自転車で横いっぱいに広がりながら走る人や、携帯電
話を使用しながら自転車を運転をしている人を見かけるが、
歩行者の安全のためにも指導の徹底を。

◎駅周辺に違法駐車が多い。点字ブロック上に自転車を駐輪し
ている人もいる。迷惑なので何とかしてほしい。

◎暴走バイクの取り締まりをお願いしたい
◎隣人から長年にわたり騒音等の嫌がらせを受けている。この
問題を解決してほしい

◎東日本大震災ではツイッターが役立ったと聞いている。越谷
市でも導入し、利用者にリアルタイムで市政情報を提供して
はどうか●手紙

各地区センター・公民館など市内の主な公共施設や各駅に専用の用
紙と封筒（送料無料）を備えていますので、ご利用ください。
●ファクス FAX 964－4048
住所、氏名、連絡先を明記のうえ、お送りください。
●電子メール
市ホームページのトップページから「市長の部屋」をクリックし、
「市民の提案制度」から「市長への電子メール」を選択し、必要事項
を入力のうえ、お送りください。

市政に対するご意見・ご要望などは広報広聴課へ
市では、広聴活動として、皆さんからのご意見・ご要望などを受け、
対応を図っています。ご意見等は、個人、団体を問わず、文書のほか
電子メールなどでも受け付けます。所管課に要望を直接伝える面談の
調整も行います。希望する団体は、お問い合わせください。
ご意見等を郵送・ファクスする場合は、氏名・住所・連絡先等を明
記のうえ、広報広聴課あてにお送りください。
＊道路の補修や側溝（U字溝）の詰まり、街路灯の故障などに関する
お問合せは、直接担当課にご連絡いただくか、市ホームページのト
ップページ上部「窓口案内・お問い合わせ」をクリックし、「メー
ルフォームで問い合わせる」から「問い合わせフォームへ」を選択
し、必要事項を入力のうえ、お送りください
問 広報広聴課 �９６３－９１１７、FAX９６４－４０４８

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
ご

意
見
等
は
、
道
路
補
修
や
公
園
整
備

に
関
す
る
要
望
、
保
育
所
へ
の
入
所
、

市
立
病
院
の
待
ち
時
間
に
関
す
る
不

満
、
市
職
員
の
対
応
に
つ
い
て
の
苦

情
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

今
年
度
は
、
福
島
の
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
伴
う
放
射
線
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
意
見
等
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
寄
せ
い
た
だ
く
ご
意
見

等
の
中
に
は
、
信
号
機
の
設
置
要
望

な
ど
、
市
の
所
管
外
の
も
の
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
（
信
号
機
の
設
置
は

越
谷
警
察
署
が
窓
口
と
な
り
ま
す
）。

さ
ら
に
、
喫
煙
マ
ナ
ー
や
犬
の
ふ
ん

の
始
末
、
違
法
駐
車
・
駐
輪
、
隣
家

の
騒
音
な
ど
、
個
人
の
モ
ラ
ル
や
マ

ナ
ー
の
欠
如
に
関
す
る
ご
意
見
等
も

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
報
告

２２
年
度
に
続
き
、
昨
年
７
月
か
ら
１１
月
に
か
け
て
、
な
ん
で
も
話
そ

う
〜
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
多
く
の
方
に
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
地
域
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
市
の
第
４
次
総
合
振
興
計
画
に
沿
っ
た
施
策
を
テ
ー
マ
に
し

て
、
関
係
団
体
を
中
心
（
公
募
に
よ
る
一
般
参
加
も
あ
り
）
に
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
多
く
の
意
見
要

望
（
文
書
で
提
出
さ
れ
た
も
の
を
含
む
）
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
（
要

旨
）
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
各
回
の
報
告
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
長
の
部
屋
」
↓
「
市
長

と
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す

ご
意
見
等
に
は
、

迅
速
な
対
応
を

心
が
け
て
い
ま
す

市民の声を市政に●特集

市市民民のの提提案案制制度度
市では、市民参加の市政を進めるた

め、「市民の提案制度」を実施してい
ます。ご提案は、手紙・ファクス・電
子メールで受け付けています。

第
１
回

（
仮
称
）市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
し
た

新
た
な
市
民
活
動
の
展
開

� 皆さんからのご意見等例

署名をする高橋市長

10

広報こしがや季刊版●平成２３年度春号
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第
４
回

市
民
と
と
も
に
進
め
る

公
園
づ
く
り

〜
市
民
参
加
に
よ
る
管
理
〜

積極的に発言する参加者（第５回ミーティング）

第
５
回

子
育
ち
を
地
域
で
支
え
る

ま
ち
づ
く
り

第
６
回

農
商
工
と
連
携
し
た

産
業
の
活
性
化

〜
越
谷
ら
し
さ
の
創
出
〜

第
７
回

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て

〜
地
球
温
暖
化
対
策
〜

第
８
回

市
民
と
と
も
に
築
く

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

〜
防
災
、防
犯
、交
通
安
全
〜

市民の皆さんからの質問に答える高橋市長

第
９
回

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

づ
く
り

第
１０
回

生
涯
に
わ
た
っ
て

学
習
で
き
る

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら

公
園
の
維
持
管
理
を

樹
木
は
日
頃
の
こ
ま
め
な
手
入
れ

が
不
可
欠
だ
が
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち

に
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
公
園
が
見

ら
れ
る
。
市
内
の
す
べ
て
の
公
園
を

行
政
だ
け
で
維
持
管
理
を
し
て
い
く

こ
と
は
難
し
い
と
思
う
の
で
、
地
域

住
民
や
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
に
協

力
を
呼
び
か
け
て
は
ど
う
か
。

回
答

市
の
公
園
は
、
市
が
管
理
す

る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
そ
の
す
べ

て
を
市
が
管
理
す
る
こ
と
は
困
難
な

状
況
で
す
。

公
園
に
は
、
都
市
公
園
や
児
童
遊

園
な
ど
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
公
園
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
開
発
行
為
等

に
伴
い
作
ら
れ
た
小
規
模
な
公
園
な

ど
は
、
主
に
地
域
の
方
が
利
用
す
る

公
園
で
す
。
こ
う
し
た
小
規
模
公
園

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
憩

い
の
場
と
し
て
地
域
で
相
談
し
な
が

ら
管
理
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
公
園

に
つ
い
て
は
、
市
が
主
導
的
に
管
理

を
し
て
い
き
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
の

公
園
を
維
持
管
理
し
て
い
た
だ
け
る

団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
そ
の
他
の
意
見
要
望
）

▽
放
射
能
問
題
に
よ
る
刈
り
草
の
処

理

▽
ア
リ
タ
キ
植
物
園
の
充
実
を

▽
プ
レ
イ
パ
ー
ク
の
整
備

▽
公
園

内
ト
イ
レ
の
防
犯
、
非
行
防
止
対
策
、

な
ど

家
庭
保
育
室
利
用
の

呼
び
か
け
を

民
間
の
家
庭
保
育
室
で
は
定
員
に

空
き
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
保
護
者
に

家
庭
保
育
室
の
利
用
を
も
っ
と
呼
び

か
け
て
は
ど
う
か
。

回
答

市
の
家
庭
保
育
室
事
業
は
、

昭
和
４８
年
１０
月
か
ら
、
県
の
家
庭
保

育
室
事
業
と
の
連
携
に
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
た
も
の
で
、
０
歳
〜
２
歳
児
の

低
年
齢
児
保
育
施
設
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
保
育
室
の
指
定
は
市
が
行
う

も
の
で
、
事
業
者
へ
の
運
営
費
の
補

助
や
利
用
者
に
対
す
る
負
担
軽
減
の

た
め
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
育
所
の
入
所
選
考
で
不
承
諾
と

な
っ
た
０
〜
２
歳
児
の
保
護
者
に
改

め
て
家
庭
保
育
室
の
利
用
案
内
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
地
理
的
条
件
や
保

護
者
の
公
立
志
向
な
ど
の
問
題
か
ら

家
庭
保
育
室
で
は
特
に
年
度
当
初
に

お
い
て
定
員
に
空
き
が
生
じ
て
い
る

状
況
で
す
。

市
で
は
、
今
後
も
県
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
家
庭
保
育
室
事
業
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
は
家
庭
保
育
室
の
利
用

も
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
そ
の
他
の
意
見
要
望
）

▽
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集

▽
児
童
館
な
ど
の
震
災

対
策

▽
公
民
館
や
学
校
施
設
で
子

ど
も
た
ち
の
一
泊
研
修
を
、
な
ど

農
業
を
産
業
と
し
て

育
て
て
い
く
施
策
を

進
め
て
ほ
し
い

農
地
の
減
少
や
後
継
者
不
足
な
ど

の
農
業
を
取
り
巻
く
課
題
は
、
農
業

経
営
の
収
益
性
が
低
い
こ
と
に
原
因

が
あ
る
。
農
業
を
持
続
可
能
な
産
業

と
し
て
育
て
て
い
く
施
策
を
推
進
し

て
ほ
し
い
。

回
答

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が

年
々
厳
し
く
な
る
中
、
本
市
と
し
て

は
、首
都
近
郊
に
位
置
し
、消
費
者
が

多
い
と
い
う
地
理
的
優
位
性
を
生
か

し
、
観
光
農
園
や
体
験
農
園
、
施
設

園
芸
な
ど
収
益
性
の
高
い
農
業
経
営

の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
図
る

稲
作
農
家
な
ど
に
対
し
て
は
、
優
良

農
地
を
中
心
に
農
地
の
利
用
集
積
を

進
め
、
将
来
的
に
も
安
定
し
た
農
業

経
営
が
行
え
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
定
規
模
以
上
の
専
業

農
家
で
、
後
継
者
等
も
存
在
し
、
将

来
的
に
も
農
業
経
営
が
継
続
さ
れ
る

よ
う
な
方
に
対
す
る
市
独
自
の
支
援

を
検
討
し
ま
す
。

農
業
を
持
続
可
能
な
産
業
に
育
成

し
、
農
地
を
将
来
に
わ
た
り
貴
重
な

財
産
と
し
て
保
全
し
て
い
く
た
め
に

は
、
市
全
体
で
農
業
・
農
地
を
支
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
民
に

農
業
・
農
地
の
役
割
や
必
要
性
等
に

つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
後
も
広
報
等
で
積
極
的
な
周
知
・

啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
そ
の
他
の
主
な
意
見
要
望
）

▽
産
業
全
体
に
つ
い
て
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

を

▽
農
商
工
が
連
携
し
た
新
た
な

商
品
開
発

▽
「
道
の
駅
」
の
よ
う

な
農
商
工
連
携
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る

場
を
、
な
ど

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け

市
民
に
さ
ら
な
る
啓
発
を

地
球
温
暖
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
人
が
知
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

人
は
少
な
い
と
感
じ
る
。「
環
境
フ

ァ
ミ
リ
ー
宣
言
」
の
取
り
組
み
を
推

進
す
る
な
ど
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
、

市
民
に
さ
ら
な
る
啓
発
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

回
答

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
小
さ
な
こ
と
か

ら
具
体
的
な
取
り
組
み
を
継
続
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
家
庭
で
省
エ
ネ
や
リ
サ

イ
ク
ル
、
緑
化
な
ど
、
環
境
に
や
さ

し
い
行
動
を
実
践
し
て
い
た
だ
く

「
環
境
フ
ァ
ミ
リ
ー
宣
言
」
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

県
の
省
エ
ネ
・
省
資
源
推
進
事
業「
エ

コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
埼
玉
」
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
環
境
意
識
の
さ
ら

な
る
高
揚
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
る
計
画
停
電
の
実
施
な
ど
で
節

電
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。
ゴ
ー
ヤ

や
ヘ
チ
マ
な
ど
を
ネ
ッ
ト
に
は
わ
せ

日
差
し
を
遮
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

な
ど
で
節
電
に
取
り
組
ん
だ
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
一
過
性
の
も
の
と
し
て
終

わ
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
引
き

続
き
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
そ
の
他
の
主
な
意
見
要
望
）

▽
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
の
実
現

可
能
性

▽
全
学
校
に
太
陽
光
発
電

設
備
の
設
置
を
、
な
ど

自
転
車
走
行
の
安
全
対
策
を

進
め
て
ほ
し
い

最
近
、
自
転
車
に
乗
る
人
の
マ
ナ

ー
の
悪
さ
や
違
反
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
自
転
車
に
乗
る
際
の
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
徹
底
し
、
自
転
車
が
安

心
し
て
走
れ
る
道
路
づ
く
り
を
お
願

い
し
た
い
。

回
答

自
転
車
利
用
者
の
交
通
ル
ー

ル
の
順
守
や
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に

つ
い
て
は
、警
察
署
や
各
交
通
安
全
団

体
の
協
力
に
よ
り
交
通
安
全
運
動
や

交
通
安
全
教
育
な
ど
を
実
施
し
、交
通

安
全
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

自
転
車
専
用
道
路
や
通
行
帯
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
用
地
確
保
な
ど
の

困
難
な
問
題
が
あ
る
た
め
、
都
市
計

画
道
路
や
幹
線
道
路
で
広
幅
員
の
歩

道
を
中
心
に
、
自
転
車
と
歩
行
者
が

共
用
で
き
る
自
転
車
歩
行
者
道
と
し

て
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地
区
で
は
広
幅

員
の
歩
道
を
設
け
て
歩
行
者
と
自
転

車
の
通
行
帯
を
区
分
し
、
安
全
で
快

適
な
歩
行
空
間
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
自
転
車
利
用
者
の
法
令
違

反
に
よ
る
事
故
件
数
の
増
加
に
よ
り
、

警
察
庁
か
ら
平
成
２３
年
１０
月
２５
日
付

け
で
「
良
好
な
自
転
車
交
通
秩
序
の

実
現
の
た
め
の
総
合
対
策
の
推
進
に

つ
い
て
」
の
通
達
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
今
後
、
こ
の
通
達
に
対
す
る
国
、

県
等
の
対
応
状
況
も
み
な
が
ら
自
転

車
走
行
の
安
全
対
策
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
そ
の
他
の
主
な
意
見
要
望
）

▽
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
地
域
の

拡
大
を

▽
災
害
時
に
お
け
る
要
援

護
者
の
支
援
、
な
ど

高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
の
支
援
を

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
教

え
て
ほ
し
い

回
答

平
成
２２
年
度
に
実
施
し
た
市

政
世
論
調
査
の
結
果
で
は
、
６０
歳
以

上
の
約
半
数
の
方
が
、
週
１
回
以
上

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
高
齢
者
の
方
に
さ
ら
に
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
県
立
大
学
や

保
健
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら

健
康
体
操
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
で
は
健
康
状
態
を
調
べ
、

体
力
づ
く
り
の
た
め
に
手
軽
に
で
き

る
体
操
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
１０
月
に
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
の
協
力
を
得
て
、
総
合
体
育

館
で
体
力
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
２
０
０
人
を
超
え
る
方
が
参

加
し
、
高
齢
者
の
方
も
多
く
参
加
し

て
い
ま
す
。
体
力
測
定
の
ほ
か
、
専

用
の
機
器
を
使
用
し
て
筋
肉
量
や
体

脂
肪
、
肥
満
度
な
ど
の
数
値
も
測
定

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
は
ふ
だ

ん
自
分
の
体
力
を
調
べ
る
機
会
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
参
加
し

て
い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

来
年
度
は
、
６５
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
ス
ポ

ー
ツ
教
室
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
多
く
の
方
に
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
広
報
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
そ
の
他
の
主
な
意
見
要
望
）

▽
体
育
施
設
の
備
品
の
充
実

▽
次

世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
な
ど

生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て

図
書
館
の
充
実
を

図
書
館
は
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ

る
。
蔵
書
を
増
や
す
と
と
も
に
、
市

民
か
ら
の
図
書
の
照
会
な
ど
、
相
談

業
務
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

専
任
の
司
書
を
配
置
し
て
ほ
し
い
。

回
答

現
在
の
蔵
書
数
は
、
市
立
図

書
館
、
北
部
市
民
会
館
図
書
室
、
南

部
図
書
室
を
合
わ
せ
、
約
５５
万
冊
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
図
書
館
等

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
、
相
互

利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
若
干
時
間
を
要
し
ま

す
が
、
県
立
図
書
館
や
国
立
国
会
図

書
館
な
ど
か
ら
も
図
書
の
取
り
寄
せ

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
等
へ
の
司
書
の
配
置
に
つ

い
て
は
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

と
読
書
活
動
の
推
進
が
図
れ
る
よ
う
、

人
事
配
置
等
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
越
谷
駅
東
口
に
整
備
中
の

（
仮
称
）
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

内
に
来
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
の
中
央

図
書
室
は
、
通
勤
通
学
途
中
の
方
を

は
じ
め
、
多
く
の
市
民
の
利
用
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
既
存
の
図
書
館
、
図

書
室
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市
民

が
身
近
に
利
用
で
き
る
利
便
性
の
高

い
図
書
室
と
な
る
よ
う
、
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

（
そ
の
他
の
意
見
要
望
）

▽
学
校
図
書
館
の
充
実

▽
市
民
大

学
の
定
員
枠
の
拡
大

▽
地
区
セ
ン

タ
ー
の
改
修
、
な
ど

●特集 市民の声を市政に
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野
口
冨
士
男
・
長
男

か
ず

み

平
井

一
麥
さ
ん

（
野
口
冨
士
男
文
庫
運
営
委
員
）

父
は
、
と
て

も
フ
ェ
ア
な
人

で
し
た
。
人
の

話
を
よ
く
聞
き
、

言
う
べ
き
こ
と

は
言
う
。
作
家

の
前
に
雑
誌
の
編
集
者
を
し
て
い
た

経
験
が
あ
り
、
そ
こ
で
で
き
た
文
学

者
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
と
て
も
大

切
に
し
て
い
ま
し
た
。

文
章
に
対
し
て
は
と
て
も
厳
し
い

人
で
、
何
度
も
何
度
も
訂
正
を
繰
り

返
し
て
い
ま
し
た
。
世
に
本
と
し
て

出
版
さ
れ
て
も
な
お
、
赤
を
入
れ
続

け
る
。
父
に
と
っ
て
の
完
成
品
は
あ

り
ま
せ
ん
。
書
く
の
は
苦
手
だ
と
い

っ
て
、
手
紙
で
さ
え
も
下
書
き
を
し

て
い
ま
し
た
。

あ
の
頃
、
旧
日
光
街
道
沿
い
は
と

て
も
に
ぎ
や
か
な
場
所
で
し
た
。『
越

ヶ
谷
日
記
』に
も
あ
り
ま
す
が
、赤
水

門
や
久
伊
豆
神
社
の
藤
を
観
て
過
ご

し
た
の
を
印
象
深
く
覚
え
て
い
ま
す
。

作
家
、

野
口
冨
士
男
の
功
績

昭
和
文
壇
に
名
を
残
す
作
家
の
一

人
で
あ
る
、
野
口
冨
士
男
。
緻
密
で
、

自
分
自
身
を
他
人
の
目
で
見
て
い
る

よ
う
な
、
抑
制
の
利
い
た
私
小
説
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
文
章
は
ど

ん
な
に
長
い
一
文
で
も
、
何
も
削
除

す
る
部
分
が
な
い
ほ
ど
精
巧
で
す
。

生
涯
、
文
士
と
し
て
小
さ
な
こ
と
も

見
逃
さ
ず
に
こ
だ
わ
り
続
け
ま
し
た
。

こ
う
じ

ま
ち

明
治
４４
年
に
東
京
麹
町
に
生
ま

れ
、
昭
和
１５
年
、２９
歳
の
と
き
に『
風

の
系
譜
』
を
発
表
し
ま
し
た
。
昭
和

と
く

だ

し
ゅ
う

せ
い

４０
年
、
５４
歳
の
と
き
『
徳
田
秋
聲

で
ん傳
』
を
刊
行
し
、
翌
年
、
毎
日
芸
術

賞
を
受
賞
。
年
譜
作
り
か
ら
、
刊
行

ま
で
１５
年
を
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
５１
年
（
６５
歳
）『
わ

か

ふ
う

が
荷
風
』・
５４
年
（
６８
歳
）『
か
く
て

あ
り
け
り
』
で
読
売
文
学
賞
受
賞
。

は

こ
う

翌
５５
年
（
６９
歳
）『
な
ぎ
の
葉
考
』
で

か
わ
ば
た
や
す
な
り

川
端
康
成
文
学
賞
受
賞
。
６１
年
（
７５き
く

歳
）『
感
触
的
昭
和
文
壇
史
』
で
菊

ち

か
ん

げ
い
じ
ゅ
つ

池
寛
賞
を
受
賞
、
ま
た
、
日
本
藝
術

い
ん院
会
員
で
も
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
文
壇
に
輝
か
し
い
業
績
を
遺

し
、
平
成
５
年
１１
月
、
呼
吸
不
全
で

８２
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

野
口
冨
士
男
と
越
谷

野
口
は
、
早
熟
な
作
家
で
、
二
十

代
で
活
発
な
活
動
を
始
め
ま
し
た
が
、

戦
争
末
期
、
海
軍
に
召
集
さ
れ
、
重

い
栄
養
失
調
症
に
冒
さ
れ
ま
し
た
。

復
員
後
、
東
京
に
あ
っ
た
自
宅
も

建
物
疎
開
の
た
め
に
取
り
壊
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
た
め
、
昭
和
２０
年
９

月
末
か
ら
２２
年
３
月
ま
で
、妻
・
直
の

実
家
が
あ
っ
た
越
ヶ
谷
町
仲
町
（
現

越
谷
市
中
町
）
に
身
を
寄
せ
ま
し
た
。

文
学
の
再
出
発
地
、

越
谷
で
の
生
活
を
記
し
た

『
越
ヶ
谷
日
記
』

野
口
冨
士
男
の
未
公
開
日
記
の
中

か
ら
、
越
谷
で
の
疎
開
の
様
子
を
記

し
た
も
の
が
、『
越
ヶ
谷
日
記
』
で

す
。
野
口
の
長
男
で
、
野
口
冨
士
男

か
ず

み

文
庫
運
営
委
員
で
も
あ
る
平
井
一
麥

さ
ん
が
、
自
筆
日
記
か
ら
原
稿
を
起

こ
し
、
本
文
の
校
訂
を
行
い
ま
し
た
。

『
越
ヶ
谷
日
記
』
に
は
、
終
戦
直

後
の
越
谷
や
生
活
の
様
子
、
そ
し
て
、

苦
し
い
生
活
に
追
わ
れ
て
筆
が
進
ま

ず
に
悩
む
様
子
や
、
文
学
者
た
ち
と

の
交
流
の
様
子
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

野
口
と
い
う
一
人
の
作
家
の
目
を

通
し
、『
越
ヶ
谷
日
記
』
は
、
一
作

家
の
単
な
る
日
記
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
当
時
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て

興
味
深
く
、
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

野
口
冨
士
男
文
庫
運
営
委
員
会
会
長

松
本

徹
さ
ん

『
越
ヶ
谷
日

記
』
の
発
刊
は
、

野
口
冨
士
男
文

庫
運
営
委
員
会

の
長
年
の
夢
で

し
た
。
越
谷
と

野
口
さ
ん
と
の

関
わ
り
は
、
奥
さ
ん
の
出
身
地
だ
け

だ
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
越
谷
が
野
口
さ

ん
の
、
文
学
の
再
出
発
の
地
で
も
あ

っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、『
越
ヶ

谷
日
記
』
は
示
し
て
い
ま
す
。

野
口
さ
ん
は
、
流
行
作
家
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
作
品
か
ら
時
代
を
読

む
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
作
家
で
す
。

『
越
ヶ
谷
日
記
』
を
通
し
、
昭
和
の

作
家
の
有
り
様
、
そ
し
て
昭
和
と
い

う
時
代
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

●特集

越
谷
ゆ
か
り
の
作
家

野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨冨
士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士
男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男
生
誕
１
０
０
年
記
念

『
越
ヶ
谷
日
記
』
刊
行

頒価２，０００円

問合せ
市立図書館
�９６５－２６５５

平
成
２３
年
（
２
０
１
１
年
）
は
、
越
谷
ゆ
か
り
の
作
家
、
野

口
冨
士
男
の
生
誕
１
０
０
年
に
当
た
り
、
こ
れ
を
記
念
し
、
１１

月
に
教
育
委
員
会
が
、
野
口
冨
士
男
文
庫
運
営
委
員
会
、
越
谷

市
立
図
書
館
編
集
に
よ
る
『
越
ヶ
谷
日
記
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

い
ぶ
し
銀
の
よ
う
に
渋
い
、
け
れ
ど
も
読
み
進
む
う
ち
に
珠

玉
の
輝
き
を
放
つ
、
と
称
さ
れ
て
い
る
野
口
作
品
。『
越
ヶ
谷

日
記
』
は
、
終
戦
直
後
の
越
谷
の
町
並
み
や
生
活
の
様
子
な
ど

が
記
さ
れ
、
野
口
冨
士
男
と
い
う
一
人
の
作
家
の
目
を
通
し
て
、

当
時
の
越
谷
を
知
る
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭和３３年３月３０日（４６歳）越谷にて

野口冨士男文庫

野口には、一人の作家の文庫は
世に出た形のまま収蔵するべきで、
また、自分ひとりでなく、同時代
の作家への広がりを持たせるべき
だという考えがありました。
野口の希望にもとづき、作家活
動を支えた妻・直の故郷で、自身
も最も苦しい時を過ごした越谷の
市立図書館に、著書や書簡、遺品
などが寄贈されました。野口冨士
男文庫は平成６年、市立図書館の
２階ロビーに設けられ、３万点以
上の貴重な資料の整理が進められ、
その一部が公開されています。

西

暦

年

号

年
齢

事

項

一
九
一
一

明
治
四
四

七
月
四
日
、
東
京
市
麹
町
区
（
現
・
千
代
田
区
）
富

と
う
さ
く

士
見
町
に
生
ま
れ
る
。
父
野
口
藤
作
、
母
小
ト
ミ
。

一
九
一
三

大
正
二

２

両
親
が
協
議
離
婚
し
、父
の
も
と
に
引
き
取
ら
れ
る
。

一
九
一
六

大
正
五

５

父
が
渡
支
（
北
京
）
し
た
た
め
、
藤
作
の
養
父
母

と
静
岡
へ
移
住
。

一
九
一
七

大
正
六

６

牛
込
区（
現
・
新
宿
区
）肴
町
居
住
の
母
に
引
き
取
ら
れ
る
。

一
九
一
八

大
正
七

７

慶
應
義
塾
幼
稚
舎
入
学
、同
級
生
に
岡
本
太
郎
、重

松
宣
也
。
の
ち
重
松
に
文
学
へ
引
き
入
れ
ら
れ
る
。

一
九
二
四

大
正
一
三

１３

三
月
、
普
通
部
に
進
学
。
母
と
別
れ
て
赤
坂
に
父

と
同
居
。

二
年
生
ご
ろ
か
ら
、
重
松
ら
と
回
覧
雑
誌
発
行
。

一
九
二
八

昭
和
三

１７

成
績
不
良
の
た
め
進
学
で
き
ず
、
原
級
留
め
は
ま

ぬ
が
れ
た
が
、
五
学
年
に
進
級
。

一
九
二
九

昭
和
四

１８

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
予
科
に
進
学
。

一
九
三
〇

昭
和
五

１９

文
化
学
院
文
学
部
に
中
途
転
校
。

一
九
三
三

昭
和
八

２２

文
化
学
院
卒
業
。
株
式
会
社
紀
伊
國
屋
出
版
部
入

社
、
雑
誌
「
行
動
」
を
編
集
。
豊
田
三
郎
を
知
る
。

一
九
三
四

昭
和
九

２３

「
行
動
」
編
集
者
と
し
て
徳
田
秋
聲
・
一
穂
父
子
、

岡
田
三
郎
に
親
近
。

一
九
四
〇

昭
和
一
五

２９

埼
玉
県
越
ヶ
谷
町
の
歯
科
医
師
、
故
早
川
三
郎
三

女
・
直
と
結
婚
。

一
九
四
四

昭
和
一
九

３３

九
月
十
四
日
、
海
軍
に
召
集
さ
れ
て
横
須
賀
海
兵

団
入
団
、
た
ち
ま
ち
病
兵
と
な
る
。

一
九
四
五

昭
和
二
〇

３４

二
月
五
日
、
栄
養
失
調
症
の
た
め
横
須
賀
海
軍
病

院
入
院
。
二
十
六
日
、
母
急
死
。
四
月
五
日
、
東

京
戸
塚
町
の
自
宅
が
強
制
疎
開
で
取
り
壊
さ
れ
る
。

八
月
二
十
四
日
、
復
員
。
九
月
二
十
八
日
、
越
ヶ

谷
の
妻
の
実
家
へ
移
居
。

一
九
四
七

昭
和
二
二

３６

東
京
戸
塚
町
（
現
・
新
宿
区
西
早
稲
田
）
に
新
築

の
家
屋
へ
戻
る
。

一
九
五
三

昭
和
二
八

４２

二
月
二
十
六
日
、
事
業
に
失
敗
し
た
父
が
大
島
か

ら
の
帰
航
の
船
上
か
ら
東
京
湾
に
入
水
自
殺
。

一
九
五
四

昭
和
二
九

４３

『
耳
の
な
か
の
風
の
声
』が
芥
川
賞
候
補
作
に
な
る
。

一
九
五
八

昭
和
三
三

４７

『
二
つ
の
虹
』
が
直
木
賞
候
補
作
に
な
る
。

一
九
六
六

昭
和
四
一

５５

『
徳
田
秋
聲
傳
』
で
、
第
七
回
毎
日
芸
術
賞
受
賞
。

一
九
七
六

昭
和
五
一

６５

『
わ
が
荷
風
』
で
、
第
二
十
七
回
読
売
文
学
賞
（
随

筆
紀
行
部
門
）
受
賞
。

一
九
七
九

昭
和
五
四

６８

『
か
く
て
あ
り
け
り
』
で
、
第
三
〇
回
読
売
文
学

賞
（
小
説
部
門
）
受
賞
。

一
九
八
〇

昭
和
五
五

６９

『
な
ぎ
の
葉
考
』
で
、
第
七
回
川
端
康
成
文
学
賞

受
賞
。

一
九
八
四

昭
和
五
九

７３

日
本
文
藝
家
協
会
理
事
長
に
就
任
。

一
九
八
六

昭
和
六
一

７５

『
感
触
的
昭
和
文
壇
史
』
で
、
第
三
十
四
回
菊
池

寛
賞
受
賞
。

一
九
八
七

昭
和
六
二

７６

日
本
藝
術
院
会
員
と
な
る
。

一
九
八
九

昭
和
六
四

平
成
元

７８

肺
が
ん
の
た
め
入
院
。
退
院
す
る
も
、
以
後
、
短

文
以
外
の
執
筆
が
ほ
ぼ
不
能
に
な
る
。

一
九
九
三

平
成
五

８２

三
月
十
日
、
妻
・
直
死
去
。

十
一
月
二
十
二
日
、
呼
吸
不
全
の
た
め
死
去
。

十十
月月
十十
九九
日日

か
ず
み

一一
麥
をを
とと
もも
なな
っっ
てて
、、
河河
原原

へへ
散散
歩歩
にに
いい
っっ
たた
らら
、、
何何
時時

のの
間間
にに
かか
水水
門門
がが
開開
けけ
らら
れれ

たた
とと
見見
ええ
、、
河河
床床
がが
歩歩
けけ
るる

もも
やや

よよ
うう
にに
なな
っっ
てて
いい
たた
。。
舫舫
っっ

てて
ああ
るる
舟舟
にに
腰腰
かか
けけ
てて
、、
しし

やや
すす

すす
すす
きき

ばば
らら
くく
憩憩
むむ
。。
対対
岸岸
にに
はは
茫茫

のの
穂穂
がが
白白
くく
光光
りり
、、
ササ
ララ
ササ

ララ
とと
風風
のの
わわ
たた
るる
声声
がが
きき
ここ

ええ
るる
。。

（（『『
越越
ヶヶ
谷谷
日日
記記
』』
よよ
りり
））

休館日：月曜日、振替休日、
年末年始、館内整理日
など

昭和３１年３月６日（４４歳）丸ビル前にて
徳田一穂さん（徳田秋聲・長男）撮影

14
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合っていますか？合合っってていいまますすかか？？

ごみの分け方ごごみみのの分分けけ方方 ？

お願い ごみの減量にご協力ください。
市内のご家庭から出されるごみの量は、皆さんのご協力により年々減少してきましたが、今年度

は昨年度に比べわずかながら増加しています。ごみ減量にご協力ください。

11危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみはははははははははははははははははははははははははははははは６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類
割れてしまったガラスのコップや瀬戸物の食器、使えなく

なった包丁は燃えないごみに出してください。

☆危険ごみは次の6種類です。
�有害物質か重金属が
含まれているもの

水銀入り
体温計、
温度計

�機械による処理が困難なもの

電気コード

乾電池蛍光管、
電球

プラグ部分は
「燃えないごみ」

�火災発生のおそれが
あるもの

使用済み
ライター

スプレー缶、
カセットボンベ

22古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類はははははははははははははははははははははははははははははは種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごととととととととととととととととととととととととととととととにににににににににににににににににににににににににににににに束束束束束束束束束束束束束束束束束束束束束束束束束束束束束束ねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねてててててててててててててててててててててててててててててて出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
古紙類は、次のように種類ごとに別々の紙類に再生されま

ざつがみ

すので、分けて束ねてください。雑紙は古紙類の収集日に、
雑紙だけで束ねて出してください。

新聞など

ボール紙など

段ボール箱など

トイレットペー
パーなど

段ボール：波状の厚紙を両側から厚紙ではさんだもの
ボール紙：板状の厚紙

�
�
�
�

新聞

雑誌
雑紙

段ボール

紙パック

33乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾乾電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池はははははははははははははははははははははははははははははは必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずははははははははははははははははははははははははははははははずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずししししししししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててててててててて危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
おもちゃや時計などの乾電池は取りはずして、危険ごみの

日に出してください。

乾電池は
「危険ごみ」

＊乾電池には有害物質や重金属が含まれています。燃えな

いごみや燃えるごみに乾電池が混入すると、ごみの最終

処分ができなくなります。よく乾電池が残ったまま出さ

れるものは、次のものです。

�電池で動く小さなおもちゃ
�目覚まし時計
�リモコン

44ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガララララララララララララララララララララララララララララララススススススススススススススススススススススススススススススののののののののののののののののののののののののののののののココココココココココココココココココココココココココココココッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッププププププププププププププププププププププププププププププはははははははははははははははははははははははははははははは燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃ええええええええええええええええええええええええええええええなななななななななななななななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
びんとして収集するものは、飲み物やドリンク剤、調味料

などが入っていたびんだけです。ガラスのコップは燃えない
ごみです。

＊再生原料に異物が混じっていると、びんとして再生できま

せん。次のものは燃えないごみへ。

�ガラス製の化粧品の容器
�コーヒーメーカーのポット
�ガラスの食器

問 リサイクルプラザ
�976－5371（月曜日休館）

い違間・問質るあくよ
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６
０
０
回
を
超
え
る
公
演
を

行
う
劇
団
に
な
る
ま
で

尾
上
劇
団
は
旗
上
げ
か
ら
１２
年
目
を

迎
え
る
。

無
料
散
髪
や
カ
ラ
オ
ケ
慰
問
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
た
丸
山
さ
ん
が
、
旅
行

先
で
芝
居
を
見
た
と
き
に
、「
芝
居
の

方
が
喜
ん
で
も
ら
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

自
分
た
ち
に
も
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
」
と
仲
間
５
人
で
結
成
。
仲
間
の
父

親
が
昔
座
長
を
し
て
い
た
と
い
う
劇
団

の
名
前
を
引
き
継
ぎ
尾
上
劇
団
が
誕
生

し
ま
し
た
。

「
初
め
の
こ
ろ
は
、
着
物
も
着
ら
れ

た

て

な
い
、
殺
陣
も
で
き
な
い
、
み
ん
な
が

い
い
役
を
や
り
た
が
る
。
そ
こ
か
ら
一

生
懸
命
稽
古
を
し
ま
し
た
」
と
笑
い
な

が
ら
振
り
返
る
丸
山
さ
ん
。

現
在
劇
団
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の

は
２
代
目
座
長
の
加
藤
和
子
さ
ん
。

「
最
初
は
着
付
け
係
の
代
役
。
そ
れ

が
着
付
け
担
当
に
な
っ
て
、
さ
ら
に
仲

居
さ
ん
の
役
を
や
っ
て
み
な
い
か
と
言

わ
れ
て
、
初
舞
台
を
踏
み
ま
し
た
」

そ
の
後
、
前
座
長
に
「
ぜ
ひ
２
代
目

に
」
と
推
さ
れ
、
７
年
前
に
２
代
目
を

襲
名
。

実
は
加
藤
さ
ん
は
高
校
時
代
に
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
で
国
体
出
場
の
経
験
が
あ
り

ま
す
。
越
谷
で
も
チ
ー
ム
に
入
り
プ
レ

ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
勝
負
強
さ
や
地

元
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
人
の

集
ま
る
と
こ
ろ
が
大
好
き
と
い
う
性
格

を
前
座
長
は
見
抜
い
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
い
え
ど
も
、

本
物
志
向
で
や
っ
て
い
ま
す

「
本
職
は
着
付
け
師
な
の
で
衣
装
も

か
つ
ら
も
ち
ゃ
ん
と
し
た
も
の
で
な
い

と
。
見
た
目
の
華
や
か
さ
で
も
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
の
で
、
演
目
ご
と
に
着

替
え
ま
す
。
芝
居
小
屋
に
行
っ
た
よ
う

な
雰
囲
気
づ
く
り
に
も
手
間
を
惜
し
み

ま
せ
ん
」
と
座
長
の
加
藤
さ
ん
。

本
物
志
向
は
お
芝
居
に
も
。

「
多
く
の
方
に
観
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
う
ち
は
一
施
設
に
一
回
公
演
が
原

則
で
す
。
だ
か
ら
毎
回
必
死
、
手
は
抜

け
ま
せ
ん
」

お
芝
居
の
芯
と
な
る
の
は
会
長
の
丸

山
さ
ん
と
、
座
長
の
加
藤
さ
ん
の
息
の

合
っ
た
コ
ン
ビ
。

「
い
つ
も
真
剣
勝
負
で
す
。
で
も
ど

ん
な
場
所
で
も
や
っ
て
き
た
か
ら
ハ
プ

ニ
ン
グ
に
も
強
い
の
よ
」
と
貫
禄
の
座

長
。「

使
い
古
し
の
扇
子
を
た
く
さ
ん
寄

贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
年
寄
り
や

力
の
弱
い
方
に
は
使
い
古
し
が
開
き
や

す
い
ん
で
す
。
お
客
さ
ん
と
み
ん
な
で

扇
子
を
持
っ
て
、
一
緒
に
歌
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
施
設
の
職
員
さ
ん
た
ち
に
も

エ
キ
ス
ト
ラ
で
出
演
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ア
ド
リ
ブ
で
そ
の
土
地
の
地
名
や
身
近

な
話
題
を
取
り
入
れ
た
り
。
そ
う
や
っ

て
み
ん
な
で
参
加
し
て
い
る
実
感
を
持

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
が
で
き
る

の
が
大
衆
演
劇
の
だ
い
ご
味
で
す
ね
」

劇
団
員
は
大
所
帯

「
協
力
し
て
く
れ
る
劇
団
員
は
越
谷

を
中
心
に
県
内
に
８０
人
近
く
い
ま
す
。

公
演
予
定
を
知
ら
せ
て
近
く
の
人
、
予

定
の
合
う
人
に
来
て
も
ら
う
ん
で
す
」

と
座
長
の
加
藤
さ
ん
。

「
う
ち
は
急
に
出
演
キ
ャ
ン
セ
ル
で

も
、
オ
ッ
ケ
ー
な
ん
で
す
」
と
丸
山
会

長
。
退
職
後
の
六
十
代
〜
七
十
代
が
中

心
な
の
で
、
無
理
な
く
、
引
退
後
に
好

き
な
こ
と
を
と
い
う
基
本
方
針
。

「
参
加
に
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
誰

で
も
、
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
と
き

に
。
三
味
線
や
踊
り
。
車
の
運
転
や
、

荷
物
の
積
み
下
ろ
し
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
」埼

玉
県
知
事
だ
っ
た
土
屋
義
彦
さ
ん

は
平
成
１６
年
に
入
団
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏
で
３２
回
も
出
演
し
ま
し
た
。

「
時
々
お
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
認

知
症
の
８０
代
の
女
性
が
い
る
ん
で
す
。

そ
の
方
に
お
願
い
す
る
と
着
物
を
き
っ

ち
り
と
畳
ん
で
く
れ
る
ん
で
す
」

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
何
か
し
ら
協
力

で
き
る
こ
と
が
あ
る
、
そ
れ
が
喜
び
に

な
っ
て
い
ま
す
。

東
北
の
被
災
地
で
も

遠
征
巡
業
を
行
う

昨
年
６
０
０
回
目
の
節
目
の
公
演
を
、

座
長
の
故
郷
で
あ
る
秋
田
で
行
い
、
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
岩
手
県
、

宮
城
県
、
福
島
県
で
遠
征
巡
業
を
行
い

ま
し
た
。

今
後
の
目
標
を
伺
う
と
、

「
地
方
に
も
行
き
た
い
で
す
ね
。
老

人
施
設
だ
け
で
な
く
、
高
齢
化
し
た
団

地
や
過
疎
の
地
域
な
ど
、
お
年
寄
り
が

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
場
所
で
、
お
芝
居

を
す
る
こ
と
で
、
交
流
の
場
を
作
っ
て
、

顔
の
見
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
丸
山
会
長
。

加
藤
座
長
は
、「
関
西
方
面
に
も
巡

業
し
て
、
い
ず
れ
は
『
岸
壁
の
母
』
の

舞
台
と
な
っ
た
舞
鶴
に
足
を
運
ん
で
み

た
い
。
実
際
の
場
所
で
演
じ
ら
れ
た
ら

う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
そ
れ
ぞ
れ
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

…プロフィール…
素人ボランティア劇団
尾上劇団
越谷を拠点とした大衆演劇のボラ
ンティア劇団。高齢者施設や養護
施設、温泉施設などで無料公演を
行っている。現在の公演回数は年
間１００回近くと精力的な活動に注
目が集まっている。

�尾上劇団会長 丸山幸男さん
昭和１９年生まれ、昭和６３年から赤
山町に在住。理髪店を営む。昭和
４７年から福祉施設で無料散髪のボ
ランティアを始める。平成１２年尾
上劇団を旗上げ。芸名は絆雪之条。

�尾上劇団座長 加藤和子さん
昭和１９年生まれ、昭和５９年から２５
年間南越谷に在住。着付け師。平
成１７年から宮代町に。平成１４年に
尾上劇団に参加。１７年より２代目
座長を務める。芸名は尾上千鶴。

尾
上
劇
団
は
、
独
特
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
、
一
期
一
会

を
大
切
に
公
演
を
続
け
て
い
ま
す
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
人
気

が
増
し
て
い
ま
す
。（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
フ
ロ
ー
ラ
幸
手
で
撮
影
）

演演劇劇をを通通ししてて、、観観るる方方もも演演じじるる方方もも絆絆がが深深まま
りりまますす。。33年年先先ままでで予予定定ははいいっっぱぱいいでですす

素素人人ボボラランンテティィアア劇劇団団 尾尾上上劇劇団団

広報こしがや季刊版●平成２３年度春号
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告

「オカリナ演奏会」
日 時：５月３日（祝）１１：００～
会 場：４階多目的ホール
内 容：オカリナアンサンブル「かざぐる

ま」の皆さんによる演奏会です。
対 象：どなたでも
定 員：２００人
……………………………………………………………………………………
「大気圧によるドラム缶つぶし」
日 時：５月３日（祝）１４：４５～
会 場：玄関横
内 容：大気圧の力でドラム缶をつぶす

実験を行います。
対 象：どなたでも
＊雨天、強風の時は順延
……………………………………………………………………………………
「出張科学パフォーマンスショー」
日 時：５月４日（祝）①１１：３０～ ②１４：００～
会 場：４階多目的ホール
内 容：小型機械を使ったビニールボールの製作実演をします。
対 象：どなたでも 定 員：各回２００人
……………………………………………………………………………………
「ぜんぶ見せますサイエンスショー」
日 時：５月５日（祝）①１０：３０～ ②１４：３０～
会 場：４階多目的ホール
内 容：ふしぎな実験の数々をロングバージョン（約６０分）でご覧いた

だけます。
対 象：どなたでも
＊ドラム缶つぶしが延期になった場合は、午後の部は３日に実施します。
参加費：無料

＊
各
催
物
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
シ
テ
ィ
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
内
容
・
料
金
等
に
つ
い
て
は
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

�時
日
時
・
期
間

�場
会
場

�出
出
演
者

�講
講
師

�演
演
目
・
曲
目

�内
内
容

�料
入
場
料
・
参
加
費

�対
対
象
・
定
員

�申
申
込
み

�未
未
就
学
児
童

「音センサーライトを作ろう」
日 時：４月１５日（日）９：３０～１２：００
会 場：１階工作室２

内 容：音に反応して点灯し、時間がたつと
消灯するライトを作ります。

対 象：小学５年生～大人１２人
参加費：２９００円（予定） 申込み：３月１４日（水）９：００～（電話可）
………………………………………………………………………………
「アルミスタンプを作ろう」
日 時：５月２０日（日）９：３０～１２：００
会 場：３階実験室２
内 容：アルミニウム板を化学反応で溶かして、

オリジナルのスタンプを作ります。
対 象：①小学５年生～大人１６人
参加費：１００円（予定） 申込み：４月２５日（水）９：００～（電話可）
………………………………………………………………………………
「電子レンジで押し花」
日 時：５月２７日（日）９：３０～１２：００
会 場：３階実験室２
内 容：電子レンジを使って押し花をします。
対 象：小学５年生～大人１２人
参加費：２００円（予定）
申込み：４月２５日（水）９：００～（電話可）
………………………………………………………………………………
「HONDAダンボールクラフト」
日 時：６月１０日（日）１０：００～ 会 場：２階レクチャー室
内 容：ダンボールクラフトでミニASIMOの模型を作ります。
対 象：小学１年生～６年生３０人 参加費：無料
申込み：５月１６日（水）９：００～（電話可）
………………………………………………………………………………
「パソコン大分解」
日 時：６月１７日（日）１３：００～１６：３０
会 場：２階レクチャー室
内 容：パソコンを分解してしくみを学びます。
対 象：小学５年生～中学３年生１８人
参加費：無料 申込み：５月１６日（水）９：００～（電話可）

科学実験・工作体験
時間・会場：科学実験体験 ①１０：００～（土日祝日のみ）…実験室②１４：００～

科学工作体験 ①１１：３０～ ②１５：３０～ …工作室
＊開始１０分前から会場で受付をします（先着順）
＊学校利用日は中止になりますのでご了承ください

対象・定員：小１～小３ 各回１２人 小４～大人 各回１６人
＊未就学児は入室できません
＊参加費は、月ごとに異なります。詳しくは、ホームページやミラクルニュ
ースでご確認いただくか、ミラクルにお問い合わせください
＊体験内容や時間、会場、定員等は変更になることがありますのでご了承ください

３／２５
�発売

こしがや能 春の調べ
時５月２７日（日）開演１４：００
場こしがや能楽堂
出関根祥六・�梨良一・三宅右矩 他
演舞囃子「頼政」、能「杜若 恋之舞」他
料全席自由 一般￥３，０００学生￥１，５００
未入場不可 ＊雨天決行（荒天時は中止）

４／７
�発売

MONKEY MAJIK JAPAN TOUR２０１２
時５月３１日（木） 開演１９：００
料全席指定 ￥５，８００
＊６歳以上有料（３歳未満入場不可）

４／１５
�発売

HIROMI GO CONCERT TOUR２０１２“LINK”
時６月３日（日） 開演１７：３０
料全席指定 ￥７，０００
＊３歳以上有料（３歳未満入場不可）

３／１８
�発売

平原綾香Concert Tour２０１２～ドキッ！～
時６月１６日（土） 開演１８：００
料全席指定 ￥６，５００ 未入場不可

３／１８
�発売

第三十五回こしがや落語会「昇太・花緑二人会」
時７月１１日（水） 開演１８：３０
料全席指定 ￥３，５００ 未入場不可

３／２５
�発売

ティータイムコンサート
「川畠成道ヴァイオリン・リサイタル」
時７月７日（土） 開演１４：００
料全席指定 一般￥３，３００学生￥１，６５０
＊全席１ドリンク付き 未入場不可

４／１
�発売

おかあさんといっしょ「ポコポッテイトがやってきた�」
時７月２２日（日）開演①１３：３０②１６：００
料全席指定 おとな￥２，０００
こども（１歳～小学生）￥１，５００

＊１歳以上有料（１歳未満でもお席が必要な場合は有料）

３／２５
�発売

美輪明宏音楽会《愛》
時７月２７日（金） 開演１８：３０
料全席指定 ￥７，０００ 未入場不可

４／２２
�発売

日本フィル夏休みコンサート２０１２
時７月２９日（日） 開演１４：００
料全席指定
S席（大人）￥５，０００（子供）￥３，２００
A席（大人）￥４，０００（子供）￥２，５００
B席（大人）￥３，０００（子供）￥１，８００

＊子供は４歳～高校生まで（４歳未満入場不可）

４／２２
�発売

松竹大歌舞伎
時８月３１日（金） 開演１４：００
出市川右近 市川笑也 市川門之助 他
演一、歌舞伎のみかた 二、熊谷陣屋 三、女伊達
料全席指定 特等席￥５，５００一等席￥４，５００
二等席￥３，５００２階席￥１，０００

＊学生は特等・一等・二等より各半額 未入場不可

５／２０
�発売

ティータイムコンサート
「小山実稚恵ピアノ・リサイタル」
時９月８日（土） 開演１４：００
料全席指定 一般￥３，３００学生￥１，６５０
＊全席１ドリンク付き 未入場不可

５／１３
�発売

西本智実＆イルミナート フィルハーモニーオーケストラ
時９月２８日（金） 開演１９：００
料全席指定 S席￥５，５００A席￥４，５００
B席￥３，５００＊学生各半額 未入場不可

「まんまるよやくシステム」による申込み方法
インターネット・携帯電話・一般家庭電話または直接窓口で

「抽せん申込み」の受け付けをしています。
■インターネット・携帯電話での利用は事前登録が必要
抽せん結果：毎月１２日（メール・窓口にて通知）
使用の確定：当せんした方は抽せんのあった月の１２日～１８日
に窓口での使用申込み手続きが必要です。
なお、１９日以降は上記方法で通常予約可能。

◆ホール貸し出し抽せん会
小・展示ホール（５市１町内）
２４年１１月分
２４年１２月分
２５年１月分

大ホール
２５年４月分
２５年５月分
２５年６月分

申込み期間
４／１（日）～１０（火）
５／１（火）～１０（木）
６／１（金）～１０（日）

＊期間内に窓口での使用申込みをされない場合は当せんの権利が取り消
しとなります

＊５／１（火）１１：００からホールフロントで、２４年９月～２４年１１月の小ホール
ギャラリーの申込みを抽選にて受付（電話予約の場合は１４：００から受付）

＊５市１町とは、越谷市、草加市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町

サンシティ・アート講座vol.6
ことば力を高めるアート
～読む！話す！伝える！を磨く。アナウンサーに挑戦！～
時６月２３日（土）・３０日（土）１３：００～１６：００
場視聴覚室 講淵澤由樹（アナウンサー）
内現役女子アナウンサーの「読む・話す・伝える」テクニックを通し
て、“ことば”の魅力や面白さを探る体験講座です。

対高校生以上２０名 料￥２，０００
申４／２２（日）より ＊定員になり次第締め切り

詳しくはサンシティへ集募者加参

『『リリアアルル・・スステティィーールル』』

�時①１０：００②１４：００③１８：３０�料￥１，０００
＊割引券（チラシ）をお持ちの方は２００円引き

『『スステテキキなな金金縛縛りり』』

℃‐uteコンサートツアー２０１２春夏
～美しくってごめんね～
時１４日（土） 開演①１４：３０②１８：３０
１５日（日） 開演①１４：００②１８：００
料全席指定
一般席・ファミリー席￥５，８５０

＊４歳以上有料（３歳以下は１名
に付き保護者１名のヒザ上鑑賞
無料。お席が必要な場合は有料）
＊ファミリー席は着席での鑑賞

春一番！
よしもと越谷お笑い祭り
時開演１７：００
出FUJIWARA、ガレッジセール、椿鬼奴、

フルーツポンチ 他
料全席指定 前売券￥３，５００
当日券￥４，０００

＊出演者は都合により変更になること
がございます ＊５歳以上有料

（地域の）アーティストとホールの共同企画vol.8
～旅立ち・春の声楽コンサート～
時開演１１：００＊４５分間（休憩なし）
場中央市民会館（劇場）
出櫻田玲子（ソプラノ）
北村明子（ピアノ）

料入場無料
＊当日９：３０から会場にて
入場整理券を配布します。
（１人４枚まで）
＊３歳以上で静かに鑑賞できる方

錦織健プロデュース・オペラvol.5
「セビリアの理髪師」
時開演１４：００
出森麻季・堀内康雄・錦織健 ほか

ロイヤルメトロポリタン管弦楽団
（指揮／現田茂夫）
料全席指定 S席￥１２，０００
A席￥１０，０００ B席￥８，０００

＊シニア料金（６５歳以上）各１割引
＊学生（社会人学生を除く２５歳以下）各半額

未入場不可

３／３１
（土）

４／１４・１５
（土）・（日）

３／２０
（火・祝）

休館日（4月～6月）
月曜日

（祝日を除く）5／1・5／8

特別
事業

GW特別イベント

～わくわく体験・夢・感動～
子どもから大人まで体験できます！

月ごとに変わるおもしろメニュー

�
�
�

先着順
科学工作体験

振り子で遊ぼう

ふりこであそぼう

液体万華鏡を作ろう

キラキラ万華鏡をつくろう

グライダーを飛ばそう

とばしてあそぼう

小４～大人

小１～小３

小４～大人

小１～小３

小４～大人

小１～小３

科学実験体験

電子レンジのひみつ

電子レンジのひみつ

蛍の光を作ろう

ほたるの光をつくろう

アルミスタンプを作ろう

スチロールスタンプをつくろう

小４～大人

小１～小３

小４～大人

小１～小３

小４～大人

小１～小３

４月

５月

６月

＊科学技術体験センターでの体験内容、時間、会場、対象、定員、参加費、参加方法等につきましては、ホームページ（http : //www.miracle.city.koshigaya.
saitama.jp）や「ミラクルニュース」等でご確認いただくか、ミラクルまでお問い合わせください。

●利用料金
入館無料。ただし、実験・工作等の
参加費が必要な場合があります

●団体利用（１５人以上の場合）の方法
あらかじめご連絡のうえ、申請書
を提出し、許可を受けてください

●多目的ホール（祝日を除く火曜・木
曜日のみ）、レクチャー室の貸し
出しには次の料金がかかります

利
用
案
内

レクチャー室

１，０００円

１，６００円

２，３００円

＊越谷市、草加市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町
以外の方は上記金額の３０％増し

多目的ホール

５，０００円

８，０００円

１２，０００円

午前（９：００～１２：００）

午後（１３：００～１７：００）

全日（９：００～１７：００）

３／２０
（火・祝）

ベルリンフィル
１２人のチェリストたち
時開演１９：００
料全席指定 S席￥６，８００
A席￥５，８００B席￥４，８００

＊学生は各半額、シニア
（６０歳以上）は各５００円引

未入場不可

杉山清貴アコースティック・ソロ・ツアー
Voice of summer２０１２
時開演１７：００
料全席指定￥５，５００
未入場不可

６／３０
（土）

Canon Presents

ウィーン少年合唱団
時開演１４：００
料全席指定 S席￥６，０００
A席￥５，０００B席￥４，０００

＊学生は各半額、シニア
（６０歳以上）は各１割引

未入場不可

７／８
（日）

６／２８
（木）

�K.Miura

�Die12Cellisten

�lukasbeck.com

＊午前９：００
より受付

＊発売初日は、午前１０：００から
電話予約のみ受け付けします
＊サンシティメンバーズの優先
販売あり（一部公演を除く）

２７・２８
（金）（土）

４
２３・２４
（金）（土）

３
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★メルマガ会員登録すると特典有★

羽子板・破魔弓
ひな人形

人形の佐倉

手織教室オリーブ

●ちびっこフェスティバル２０１２
日 時：５／４（祝）・５（祝）
内 容：チャリティーマーケット、ネオ

ステンドアート、簡単
工作、星砂で星座絵作
り、プラネタリウム無
料投影（幼児番組）、似
顔絵コーナー、流行と
伝承のあそびなど

＊詳しくはコスモスだより・ちびっこフェスティ
バル特集号をご覧ください

●３才児幼児クラブ
日 時：５／１０～７／１２の毎週木曜日（全１０
回）１０：００～１１：００

内 容：運動遊びや工作、リズム遊びなどバ
ラエティに富んだ内容の活動をします。親
子で楽しくさまざまな体験をしてみましょう

対 象：平成２０年４月２日～平成２１年４月
１日に生まれたお子さんと保護者２４組

申込み：４／２６（木）９：００～電話受付
２４年度クラブメンバー募集
●科学クラブ
開催予定：全４回 第１回目４／２８（土）
１０：００～１２：００

内 容：液体窒素を使った実験など、実験、
観察、製作を行います

対 象：小学４年生～
中学３年生２０名

申込み：４／１４（土）
９：００～電話受付

●天文クラブ
開催予定：全５回
第１回目５／１９（土）１０：００～
（２回目８月３日（金）からは１８：３０
～２０：００の活動になります）

内 容：星や天体についての学習や観
察を行います

対 象：小学４年生～中学３年生２０名
申込み：５／６（日）９：００～電話受付
●親子科学クラブ
開催予定：全５回
第１回目５／１３（日）１０：００～１２：００

内 容：花火を作ろうなど、親子で実験、観
察、製作などの活動に親しみ、科学の原
理を楽しんで学びます

対 象：小学生と保護者１０組（乳幼児の同室
はご遠慮ください）

参加費：５００円（材料費）
申込み：４／２９（日）９：００～電話受付
＊詳しくはコスモスだより４月号をご覧ください

●一輪車教室
日 時：５／１２（土）・１３（日）・２０（日）・２６（土）・
２７（日）全５回 １０：００～１１：３０

内 容：一輪車をもっているけれど乗れない
人が対象の講座です

対 象：小学１年生～５年生１５名
申込み：４／２８（土）９：００～電話受付
＊一輪車の貸し出しはありませんので、自分のものをもってきてください

●わくわく科学教室
◇「おし花でアート」
日 時：４／２８（土）
対 象：小学生以上（１・２年生は保護者

同伴）
申込み：４／５（木）９：００から
◇「土の中の微生物」
日 時：５／１３（日）
対 象：小学生以上（１・２年生は保護者

同伴）
申込み：４／２０（金）９：００から
◇「ポップコーン、カレー味に挑戦！」
日 時：６／３（日）
対 象：小学生以上（１・２年生は保護者同伴）
申込み：５／２０（日）９：００から

●ヒマワリ自然観察会
～若葉をウォッチ！北本自然観察公園～

日 時：６／２（土）９：００～１６：３０
対 象：小学生以上２０人（３年生以下は保

護者同伴）
参加費：１００円（保険代）
申込み：５／２０（日）９：００から

●こどもの日フェスティバル
日 時：５／４（祝）・５（祝）
内 容：特別映画会、ヒマワリこども音楽

会、かんたん工作、
こどもふれあいどう
ぶつえん、葉脈のし
おり作り、ベッコウ
アメ作りなど

＊詳しくは「ヒマワリだより・こどもの日フェス
ティバル特集号」をご覧ください。
＊５／３（祝）には、プレ・こどもの日フェスティバ
ルもあります。（スライム作りや映画会など）

休館日（4月～6月）
月曜日（祝日を除く）

5／1・22

＊日時・内容については一部変更になる場合があります。
毎月発行の「コスモスだより」でご確認ください

プラネタリウム
「春の星空とブラックホール」
（６／１０まで）
土曜・日曜・祝日・学校春休み
期間（平日は団体投影日）
１１：００から、１４：００から、１５：３０から
小学生以上 １人１回１００円（５／４（祝）、
５日（祝）は子ども番組を無料投影）
１００人

※幼児は保護者同伴で３才以上からご覧になれます。

子どもクラフト教室
①４／１５（日）②６／１０（日）
いずれも１０：００～１２：００
①「きらきら輝くビー玉ネックレスを作ろう」
②「偏光万華鏡を作ろう」
小学生以上１５人（小学３年生まで
は保護者同伴・乳幼児の入室不可）

いずれも１００円（材料費）
①４／１（日）②５／２７（日）いずれも９：００～

ふれあい科学教室
①４／２２（日）②５／２７（日）
いずれも１０：００～１２：００
①「輝く星空 ミニプラネタリウムを作ろう」
②「オリジナルソープを作ろう」
小学生と保護者１０組（乳幼児の
同室はご遠慮ください）

①２００円（材料費）②５０円（材料費）
①４／８（日）②５／１３（日）いずれも９：００～

内 容
・日程

投影日

時 間

観覧料

定 員

日 時

内 容

対 象

参加費
申込み

日 時

内 容

対 象

参加費
申込み

天体観望会
５／１２（土）１８：３０～２０：００
小学生～大人５０名（小学生は保
護者同伴・乳幼児の同伴不可）
４／２８（土）９：００～

※天候不良時は、プラネタリウムの投影となります。

おもしろ科学教室
①５／２０（日）②６／１７（日）
いずれも１０：００～１２：００
①「分光シートの万華鏡を作ろう」
②「七宝焼きの素敵なアクセサリーを作ろう」
小学生以上１５人（小学３年生ま
では保護者同伴・乳幼児の入室不可）

①１００円（材料費）②４００円（材料費）
①５／６（日）②６／３（日）いずれも９：００～

赤ちゃんサロン
４／１８（水）１０：００～１１：３０
保護者の座談会形式のサロンで、赤ちゃ
んマッサージや育児相談などを行います
開催日当日１１ヶ月までのお子さんと保護者
の～びる保育園保育士
当日参加自由

日 時

対 象

申込み

日 時

内 容

対 象

参加費
申込み

日 時

内 容

対 象
講 師
申込み

親子であそびましょう！
こいのぼり作り

４／２５（水）１０：００～１１：３０
和紙などを使って親子で簡単なこいのぼりを
作ります。（作った作品はお持ち帰りできます）

元気いっぱい！アスレチック
５／２（水）１０：００～１１：３０
トランポリンや飛び箱を使ったアスレチック

リズム遊び
５／３０（水）１０：００～１１：００
未就学児と保護者
当日参加自由

ミルキーママスクール
５／１８（金）１０：００～１１：１５
突然のケガなどの対処法・応
急処置について
開催日当日２才未満の子をもつ保護者及び妊婦２５人
越谷市消防署間久里分署救急隊
５／３（祝）９：００～電話受付

おはなし広場
４／１３・２７・５／１１・２５・６／１・２２ いずれも
金曜日 月２回開催１１：００～（２０分程度）
かみしばいや絵本・手遊びなどを中心
に親子で楽しめる催し物を行います
未就学児と保護者
当日参加自由

日 時

内 容

日 時
内 容

日 時
対 象
申込み

日 時

内 容

対 象
講 師
申込み

日 時

内 容

対 象
申込み

休館日（3月～6月）
月曜日（祝日を除く）

5／1・15

わくわく人形劇～人形劇サークル「ハメハメハ」
５／２６（土）１４：００～１５：００
幼児（保護者同伴）、小学生以上・
当日先着１５０人

ヒマワリこども音楽会～越谷市音楽団
６／１７（日）１４：００～１５：００
幼児（保護者同伴）、小学生以上・
当日先着１５０人

おもちゃの病院
①４／２１ ②５／１９ ③６／１６の
土曜日いずれも１３：００～１５：００
幼児（５歳以上・保護者同伴）～
高校生１０人
①４／５（木）②５／６（日）
③６／５（火）いずれも９：００から

日 時

対 象

日 時

対 象

日 時

対 象

申込み

やんちゃたいむ

◇ペープサートを作って遊ぼう
４／１９（木）１０：３０～１１：３０
市内在住の２歳以上の幼児と保護者２５組
４／６（金）９：００から電話のみ

◇ロケットを飛ばそう
５／１７（木）１０：３０～１１：３０
市内在住の３歳以上の幼児と保護者２５組
５／８（火）９：００から電話のみ

◇ふわふわ風船遊び
６／２１（木）１０：３０～１１：３０
市内在住の３歳以上の幼児と保護者２５組
６／６（水）９：００から電話のみ

子育て広場 あつまれ！０歳児
５／２９（火）１０：００～１１：００
市内在住の０歳児と保護者２０組
５／１０（木）９：００から電話のみ

やってみよう！サタデーバイオ教室

◇セントポーリアの葉を使ってバイオテクノロジーを体験
①４／１４②６／９ ③９／８の
土曜日（全３回）午前；１０：００～
１１：３０ 午後；２：００～３：３０
小学３年以上（午前・午後の各回１０人）
３／２１（水）９：００から

※最終日にはバイオで育てたセントポーリアをプレゼントします。

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時

対 象
申込み

のびのび親子教室

◇はじめまして！ふれあいあそび
４／６（金）１０：３０～１１：３０
市内在住の２歳の幼児と保護者２５組
３／２２（木）９：００から電話のみ

◇双眼鏡を持っておさんぽしよう
５／１８（金）１０：３０～１１：３０
市内在住の２歳の幼児と保護者２５組
５／９（水）９：００から電話のみ

◇元気に楽しく、親子体操
６／１（金）１０：３０～１１：３０
市内在住の２歳の幼児と保護者２５組
５／２３（水）９：００から電話のみ

おとうさんと遊ぼう

◇「運動あそびを楽しもう～子どもの発達と運動～」
１～３歳の幼児と父親または保護者１５組
５／１２（土）１０：３０～１１：３０
４／２０（金）９：００から

ミルキーママ・スクール

◇「あかちゃんとママのマッサージでスキンシップ」
６／２８（木）１０：３０～１１：３０
市内在住の０～２歳の乳幼児を持つ保護者２０人
バスタオル、浴用タオル各１枚
６／５（火）９：００から

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

対 象
日 時
申込み

日 時
対 象
持ち物
申込み ＊事前に予約が必要な行事については、受付初日の午前中は電

話のみの受け付け。午後からは、窓口でも受け付けします
＊定員のある行事は申込み順になります

＊日時・内容については一部変更になる
場合があります。毎月発行の「ヒマワ
リだより」でご確認ください
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蒲生駅西口徒歩1分（電車から見えます）
駐車場 完備

蒲
生
駅

東
口

市民葬祭ホール

蒲生西町大間野

蒲生駅入口

草
加
4
号
バ
イ
パ
ス

東
武
伊
勢
崎
線

西
口

 （株）サ マ リ ア 市民葬祭ホール
  0120-678-594（行政許認可斎場）
越谷市蒲生茜町20-4　蒲生駅西口徒歩1分・駐車場有

儀典オーガナイザー呼称資格認定士が
家族葬等の施行･相談に対応します
又 １人暮らしでも安心の　‶成年後見制度”
各専門家が相談・支援します
気軽にお越し下さい!

もしもの時の心のそなえもしもの時の心のそなえ

温水プール
最終遊泳時間

トレーニングルーム

リハビリなんでも相談
理学療法士がリハビリについての相談
をお受けします。
日 時：４／２７（金） ９：３０～１１：００
場 所：和室
内 容：日常生活における機能訓練、

腰痛予防、筋力や体力の向上
などのアドバイスをいたしま
す

対 象：市内在住で６０歳以上の方８人
（先着順）

費 用：無料
申込み：当日直接けや

き荘へ

ふれあいデー（一般開放日）
日 時：４／８（日）・５／１３（日）・

６／１０（日） ９：３０～１６：００
内 容：卓球、オセロゲームなど
対 象：市内在住の方なら、どなたで

もご利用になれます
費 用：無料

生活・健康相談
日 時：開館日の１０：００～１２：００、

１３：１５～１５：１５
対 象：市内在住で６０歳以上の方

移動図書館
日 時：毎月第２・４木曜日

１４：１５～１５：００
場 所：正面玄関前
対 象：市内在住の方なら、どなたで

もご利用になれます

リハビリなんでも相談
理学療法士がリハビリについての相談
をお受けします。
日 時：４／５（木）・５／１０（木）・

６／７（木） ９：３０～１１：００
場 所：機能回復訓練室
内 容：機能回復訓練室の機器の使用

方法や日常生活における機能
訓練、腰痛予防、筋力や体力
向上などのアドバイスをいた
します

対 象：市内在住で６０歳以上の方、ま
たは保健センターの指導のあ
った方８人（先着順）

費 用：無料
申込み：当日直接ゆ

りのき荘へ

ふれあいデー（一般開放日）
日 時：３／１７（土）・４／２１（土）・

５／１９（土）・６／１６（土）
９：３０～１６：００

内 容：卓球、ベイゴマなど
対 象：市内在住の方なら、どなたで

もご利用になれます
費 用：無料

生活・健康相談
日 時：開館日の１０：００～１２：００、

１３：００～１５：００
対 象：市内在住で６０歳以上の方

リハビリなんでも相談
理学療法士がリハビリについての相談
をお受けします。
日 時：５／１８（金）９：３０～１１：００
場 所：多目的ホール
内 容：機能訓練の方法、腰痛予防、

筋力向上、体力向上、血圧測
定など

対 象：市内在住で６０歳以上の方８人
（先着順）

費 用：無料
申込み：当日直接くすのき荘へ

ふれあいデー（一般開放日）
日 時：３／１８（日）・４／１５（日）・

５／２０（日）・６／１７（日）
９：３０～１６：００

内 容：映画「男はつらいよ」上映
（１０：１０～と１３：１０～の２回上映）、
ビリヤード、卓球

対 象：市内在住の方なら、どなたで
もご利用になれます

費 用：無料

生活・健康相談
日 時：開館日の１０：００～１２：００、

１３：００～１５：００
対 象：市内在住で６０歳

以上の方

【公開時間】
１部：９：３０～１２：００（１１：４５）
２部：１３：００～１５：３０（１５：１５）
３部：１６：００～１８：３０（１８：１５）
４部：１９：００～２１：３０（２１：１５）
＊公開時間は、プール受付開場時間から更
衣室利用終了時間までの２時間３０分です
＊各部では、公開開始から１時間後に１０分間の休憩時間があります
＊混雑時には入場制限することがあります
＊水泳帽子の着用が必要です
＊毎週木・日曜日、リラクゼーションプールは、メンテナンスのため
２１：００で終了となります

【利用料金】一般４００円、小・中学生３００円、６０歳以上２００円
＊６０歳未満の障がい者は、半額です ＊車いすの方もご利用いただけます
＊３歳未満の方は利用できません
＊年齢を問わず、排せつが自立していない方は利用できません
＊保護者１人につき幼児（３歳以上の未就学児）の同伴は２人まで無料です
＊小学生の午後５時以降の利用は、基本的に保護者の同伴が必要です

【利用時間】９：３０～２１：１５（更衣室利用終了時間２１：３０）
＊初めての方は初回講習会（予約制）の受講が必要となります
直接市民プールへ申し込みください（電話可）
講習会は開館日の ①１４：００～ ②１９：００～ の２回です

【利用料金】一般（高校生以上）１回４００円、６０歳以上 １回２００円
＊６０歳未満の障がい者は、半額です
＊車いすの方もご利用いただけます
＊中学生以下は利用できません

＊掲載内容は都合により変更になる場合があります。詳しくは、けやき荘・くすのき荘へ問い合わせください＊掲載内容は都合により変更になる場合があります。詳しくは、ゆりのき荘・越谷市民プールへ問い合わせください

けやき荘を一部ご利用になれない日

�４／７（土）終日 教養娯楽室
けやきグラウンドゴルフクラブ
総会のため

�５／２５（金）午前中 教養娯楽室
越谷市老人クラブ連合会 総会
のため

２（月）・９（月）・１６（月）・
２３（月）

１（火）・７（月）・１４（月）・
２１（月）・２８（月）

４（月）・１１（月）・１８（月）・
２５（月）

４
月

５
月

６
月

休
館
日

２（月）・９（月）・１６（月）・２３（月）

１（火）・７（月）・１４（月）・２１（月）・２８（月）

４（月）・１１（月）・１８（月）・２５（月）

４月

５月

６月

休
館
日

一部施設の利用休止のお知らせ
�温水プール
施設点検及び特別清掃のため ５／７（月）～５／１４（月）
＊トレーニングルームは利用できます

１（日）・９（月）・１５（日）・
２３（月）・２９（祝）・３０（月）

３（祝）・４（祝）・５（祝）・
６（日）・１４（月）・２０（日）・２８（月）

３（日）・１１（月）・１７（日）・２５（月）

４
月

５
月

６
月

休
館
日

２（月）・８（日）・１６（月）・
２２（日）・３０（祝）

１（火）・３（祝）・４（祝）・
５（祝）・７（月）・１３（日）・
２１（月）・２７（日）

４（月）・１０（日）・１８（月）・
２４（日）

４
月

５
月

６
月

休
館
日

くすのき荘を一部ご利用になれない日

�４／２６（木）終日 教養娯楽室
新方地区老人クラブ連合会
総会のため
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例年にない雪に見舞われた冬も終わり、
暖かな春がやってきました。わが家の娘
も来月から小学生です。まぶしいばかり
に日々成長していく娘と反対に、私の方
は４０歳を過ぎて確実に「親父」に。妻か
らは「脂肪ついたねー」と腹の肉をつま
みながら言われる始末…。そんな私を「今
のパパが一番かっこいい」と言ってくれ
るのは娘だけです（いつまで続くか分か
りませんが…）。
今回の特集は「自転車」。娘に相手に

してもらえなくなる前に、久しぶりに一
緒に自転車で出かけようと思います。

（作）

４
月

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

時
間
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
広
報
広
聴
課
�
９
６
３
�
９
１
１
７
へ

５
月

６
月

この印刷物は環境にやさしい
「ベジタブルインキ」を使用しています

花の紹介
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